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第
七
章

配
田

中

12月政治局会議 (1938年）の参加者たち。前列左から項英、

凱豊、王明、陳雲、劉少奇。後列左から康生、彰徳懐、洛甫、

張国煮、林伯渠、博古、周恩来、毛沢東。徐旭初「紅都風雲」

天地出版社、 1996年

一
九
三

0
年
代
な
か
ば
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
危
機
と
再
生

ー
王
明
・
張
国
煮
と
毛
沢
一
只

仁



と
も
に
、
中
共
勢
力
の
政
治
的
危
機
が
顕
在
化
し
た
。

周
知
の
通
り
、
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
）
と
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
）
は
、

一
九
二

0
年
代
以
降
の
中
国
政
治
史
を
規
定
し

た
二
つ
の
革
命
政
党
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
「
党
軍
」
に
よ
る
国
家
権
力
の
奪
取
と
執
政
党
に
よ
る
社
会
変
革
の
遂
行
を
志
向
し
て
い
た
。

一
九
二
八
年
、
権
力
を
奪
取
し
た
国
民
党
（
国
民
政
府
）
は
、
訓
政
論
に
よ
っ
て
同
党
の
一
党
独
裁
を
正
当
化
す
る
と
と
も
に
、
分
権
的

状
態
に
あ
っ
た
中
国
政
治
の
集
権
化
を
目
指
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
共
は
、
ソ
ビ
エ
ト
革
命
論
に
基
づ
い
て
辺
境
地
域
に
お
け
る
社
会

変
革
を
模
索
し
た
。
九
一
八
事
変
(
-
九
三
一
年
）
に
よ
る
東
北
地
区
の
喪
失
に
よ
り
、
「
抗
日
」
と
い
う
政
治
課
題
が
中
国
政
治
の
質
を

規
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
国
共
両
党
の
関
係
も
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
共
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
を
受
け
て
推
進
し
た
ソ
ビ
エ
ト
革
命
は
、
党
軍
（
紅
軍
）
の
創
設
と
そ
れ
に
よ
る
地
域
権
力
の
創
出
を

目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
―
一
月
、
ソ
ビ
エ
ト
革
命
の
発
展
を
背
景
に
「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
」
臨
時
中
央
政
府
が
江
西

省
瑞
金
に
樹
立
さ
れ
た
。
各
地
の
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
政
府
機
構
・
法
制
度
・
諸
政
策
の
各
方
面
で
革
命
政
権
の
実
態
化
を
追
求
す
る
と

と
も
に
、
根
拠
地
内
に
お
け
る
民
衆
の
支
持
の
獲
得
に
努
め
た
。
こ
の
ソ
ビ
エ
ト
革
命
論
は
中
国
社
会
の
階
級
配
置
の
両
極
化
（
帝
国
主

義
・
地
王
・
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
・
農
民
）
お
よ
び
革
命
発
展
の
不
均
等
性
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
中
華
ソ

ビ
エ
ト
共
和
国
」
を
「
完
璧
な
近
代
国
家
」
と
す
る
認
識
に
よ
っ
て
、
「
国
民
党
中
国
」
と
「
ソ
ビ
エ
ト
中
国
」
と
の
最
終
的
決
戦
が
中

国
政
治
に
お
け
る
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
一
九
三
四
年
一

0
月
の
中
央
革
命
根
拠
地
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
国
民
政
府
が
実

効
支
配
を
実
現
し
た
長
江
中
下
流
域
八
省
に
お
け
る
革
命
根
拠
地
は
基
本
的
に
消
滅
し
、
中
国
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
革
命
は
挫
折
す
る
と

は
じ
め
に
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第七章

張
国
證
(
-
八
九
七
ー
一
九
七
九
年
）
。
江
西
省
痒
郷
の
人
。

し
、
中
共
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
団
団
長
と
な
る
。

一九三0年代なかばにおける中国共産党の危機と再生

一
九
ニ
―
年
、
中
共
結
成
大
会
に
参
加
。

一
九
三
四
年
秋
に
至
る
三
人
の
略
歴
を
提
示
し
て
お
く
。

こ
と
に
あ
る
。

筆
者
は
、
前
稿
「
中
国
共
産
党
に
お
け
る
抗
日
民
族
統
一
戦
線
理
論
の
確
立
」
（
池
田
誠
編
著
「
抗
日
戦
争
と
中
国
民
衆
~
中
国
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
民
主
主
義
」
法
律
文
化
社
、
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
、
中
共
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
理
論
の
確
立
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
ソ
ビ
エ

ト
革
命
論
か
ら
抗
日
民
族
革
命
論
へ
の
転
換
が
、
中
共
独
自
の
革
命
理
論
の
確
立
と
全
国
政
権
の
樹
立
に
向
け
て
の
展
望
を
切
り
拓
く
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
、
ま
た
別
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
構
想
」
（
横
山
英
・
曽
田
三
郎
編
「
中
国
の
近
代
化

と
政
治
的
統
合
」
渓
水
社
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
政
策
展
開
が
、
中
共
が
自
ら
の
政
治
基
盤
を
①
軍
事
的
に
保
障
す
る
段

階
、
②
政
治
的
に
保
障
す
る
段
階
、
③
制
度
的
に
保
障
す
る
段
階
を
た
ど
り
な
が
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
九
三
七
年
秋
の
第
二
次
国
共
合
作
の
発
足
は
、
中
共
の
政
治
権
力
が
中
華
民
国
を
構
成
す
る
政
府
・
軍
隊
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
中
共
が
南
方
革
命
根
拠
地
の
崩
壊
に
と
も
な
う
政
治
的
危
機
を
克
服
し
再
生
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
の

目
的
ば
、
前
二
稿
を
踏
ま
え
て
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
八
年
に
至
る
三
人
の
指
導
者
|
ー
王
明
・
張
国
證
と
毛
沢
東
_
|
—
の
党
・
軍

(
2
)

（

3
)
 

隊
・
「
国
家
」
に
占
め
る
地
位
を
確
認
し
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
概
括
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
九
三
五
年
一
月
の
遵
義
会
議
に
お
い
て

毛
沢
東
の
全
党
的
指
導
権
が
確
立
し
、
彼
の
「
正
し
い
」
戦
略
・
戦
術
指
導
に
よ
り
一
九
四
九
年
の
勝
利
（
国
家
権
力
の
奪
取
）
が
も
た

(
4
)
 

ら
さ
れ
た
と
い
う
、
胡
喬
木
「
中
国
共
産
党
の
三

0
年
」
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
中
共
党
史
の
枠
組
み
を
相
対
化
し
得
る
論
点
を
探
る

こ
こ
で
、

王
明
（
陳
紹
昂
一
九
0
四
ー
一
九
七
四
年
）
。
安
徽
省
六
安
の
人
。
一
九
二
五
年
入
党
。
一
九
三
一
年
一
月
、
六
届
四
中
全
会
に
お
い
て

(
5
)
 

中
央
委
員
・
政
治
局
員
と
な
り
党
中
央
の
指
導
権
を
獲
得
。
七
月
、
党
中
央
は
彼
の
「
二
つ
の
路
線
」
を
正
式
に
発
行
。
同
年
秋
に
訪
ソ

一
九
二
八
年
、
モ
ス
ク
ワ
で
開

193 



一
九
三
五
年
ー
ー
ー
起
死
回
生
を
求
め
て
ー
|
ー

一
九
三
四
年
五
1
七
月
、
中
央
書
記
処
は
、
中
央
紅
軍
の
ソ
区
撤
退
を
決
定
し
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
同
意
を
受
け
た
。
同
時
に
紅
軍
の
行

動
を
統
轄
す
る
た
め
、
博
古
・
李
徳
（
オ
ッ
ト
ー
・
プ
ラ
ウ
ン
）
・
周
恩
来
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
三
人
団
」
を
組
織
し
た
（
中
共
中
央
党
史
研

究
室
一
室
編
著
「
〈
中
国
共
産
党
歴
史
〔
上
巻
〕
〉
注
釈
集
」
中
共
党
史
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
ニ
―
ニ
ー
ニ
―
三
頁
）
。

―
一
月
下
旬
に
は
三
万
人
に
ま
で
減
少
し
た
（
中
共
中
央
党
史
研
究
室
「
中

共
党
史
大
事
年
表
」
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
一

0
0
1
 1
0
一
頁
）
。
な
お
、

は
、
川
映
ソ
ビ
エ
ト
区
の
第
四
方
面
軍
が
約
八
万
、
湘
郡
川
酔
地
区
の
第
ニ
・
第
六
軍
団
が
七
千
七
百
、
郡
豫
院
ソ
ビ
エ
ト
区
の
第
二
五

軍
が
約
三
千
で
あ
っ
た
（
中
国
人
民
解
放
軍
歴
史
資
料
叢
書
編
審
委
員
会
編
「
紅
軍
長
征
〔
綜
述
・
大
事
記
・
表
冊
〕
」
解
放
軍
出
版
社
、

年
、
二
六
七
1
二
六
八
頁
。
以
下
「
紅
軍
長
征
」
）
。
ま
た
白
区
の
党
組
織
は
大
部
分
が
壊
滅
状
態
に
あ
り
、
党
中
央
と
の
組
織
関
係
を
喪
失
し

て
い
た
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
電
信
連
絡
を
行
っ
て
い
た
上
海
臨
時
中
央
局
の
電
信
台
は
一
九
三
四
年
九
月
に
破
壊
さ
れ
、
党

中
央
11
モ
ス
ク
ワ
間
の
通
信
が
途
絶
し
た
（
中
共
中
央
党
史
研
究
室
『
中
国
共
産
兌
歴
史
」
上
巻
、
人
民
出
版
社
、

第
一
方
面
軍
）
八
万
六
千
人
に
よ
る
長
征
が
は
じ
ま
っ
た
が
、

一
九
三
四
年
秋
に
お
け
る
そ
の
他
の
主
た
る
紅
軍
の
兵
力

一
九
三
一
＿
一
年
一
月
、
政
治
局
員
と
な
る
。

一
九
八
九

一
九
ニ
―
年
、
中
共
結
成
大
会
に
参
加
。

催
さ
れ
た
六
全
大
会
に
参
加
（
中
央
委
員
・
政
治
局
員
）
。
一
九
三
一
年
一
月
帰
国
。
五
月
、
郡
豫
院
中
央
分
局
書
記
兼
軍
事
委
員
会
主
席
。

一
九
三
一
一
年
一

0
月
、
紅
軍
第
四
方
面
軍
を
率
い
て
川
映
辺
界
に
移
動
（
西
北
革
命
軍
事
委
員
会
王
席
）
。

毛
沢
東
(
-
八
九
三
ー
一
九
七
六
年
）
。

に
革
命
根
拠
地
を
創
設
。
同
年
の
六
全
大
会
で
中
央
委
貝
と
な
る
。
一
九
三
一
年
―
一
月
、
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
臨
時
中
央
政
府
主
席
。

一
九
二
七
ー
一
九
二
八
年
、
井
i

岡
山
で
朱
徳
と
と
も

-
0月
、
党
中
央
と
紅
軍

一
九
九
一
年
、
三
三
四
頁
）
。

194 



第七章

一
九
三
五
年
一
月
、
責
州
省
遵
義
で
政
治
局
拡
大
会
議
が
開
催
さ
れ
、
第
五
次
反
「
囲
剰
」
以
来
の
指
導
上
の
誤
り
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
た
。
従
来
の
総
政
治
路
線
は
正
し
い
と
す
る
一
方
で
軍
事
指
導
お
よ
び
戦
略
・
戦
術
は
基
本
的
に
誤
り
で
あ
っ
た
と
す
る
洛
甫
と
毛
沢

東
・
王
稼
祥
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
提
綱
」
は
、
博
古
・
凱
豊
と
李
徳
が
同
意
し
な
か
っ
た
以
外
、
周
恩
来
を
含
む
す
べ
て
の
出
席
者

に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
会
議
は
、
①
毛
沢
東
を
中
央
書
記
処
の
成
員
に
補
選
す
る
、
②
洛
甫
が
「
決
議
」

を
起
草
す
る
、
③
中
央
書
記
処
の
分
担
を
調
整
す
る
、
④
「
三
入
団
」
を
廃
止
す
る
（
軍
事
指
揮
は
依
然
と
し
て
朱
徳
と
周
恩
来
が
あ
た
り
、

周
が
軍
事
面
で
の
最
終
的
決
定
権
を
有
す
る
）
、
こ
と
を
決
定
し
た
。
会
議
の
後
、
総
書
記
は
博
古
か
ら
洛
甫
に
交
替
し
た
（
中
共
中
央
党
史
資

再攪
料
徴
集
委
員
会
・
中
央
楕
案
館
編
「
遵
義
会
議
文
献
」
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
三
四
1
四
三
頁
）
。
こ
う
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
の
王
明
と
川
欧

危の党
の
張
国
需
を
別
に
す
れ
ば
、
中
央
書
記
処
は
洛
甫
（
総
書
記
）
・
毛
沢
東
・
周
恩
来
・
博
古
・
陳
雲
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

産共
軍
事
指
導
は
周
恩
来
・
毛
沢
東
・
王
稼
祥
の
「
三
人
軍
事
指
導
小
組
」
お
よ
び
朱
徳
（
司
令
員
）
・
毛
沢
束
（
政
治
委
員
）
の
紅
軍
前
敵
指

国る
揮
部
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
体
制
が
整
っ
た
（
「
紐
織
史
」
三
0
八
頁
）
。

中ぉ
遵
義
会
議
か
ら
四
月
末
に
か
け
て
、
党
中
央
（
第
一
方
面
軍
）
は
、
四
川
省
西
北
部
、
四
川
・
雲
南
・
貴
州
省
境
、
貴
州
省
、
雲
南
省

心
東
北
部
、
四
川
省
西
部
と
新
根
拠
地
の
樹
立
構
想
を
転
換
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
国
民
党
軍
の
追
撃
に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
。

代
こ
の
後
、
彼
等
は
四
川
省
に
入
っ
た
が
、
同
省
西
部
に
お
け
る
根
拠
地
樹
立
も
可
能
性
が
少
な
い
と
考
え
、
甘
粛
省
南
部
へ
の
北
上
を
模

な年〇
索
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
楊
奎
松
『
西
安
事
変
新
探
ー
~
張
学
良
奥
中
共
関
係
之
研
究
」
東
大
図
書
公
司
、
一
九
九
五
年
、
五

1

六
頁
）
。
一

方
、
張
国
煮
率
い
る
第
四
方
面
軍
八
万
人
は
、
一
九
三
五
年
三
月
の
窟
陵
江
渡
河
以
降
、
川
映
革
命
根
拠
地
を
雄
れ
、
四
川
省
西
北
部
に

到
達
し
た
。
五
月
、
張
は
、
茂
県
で
「
中
共
西
北
特
区
委
員
会
」
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
「
西
北
聯
邦
政
府
成
立
宣
言
」
を
発
表
し
た
。

宣
言
は
、
こ
の
政
府
が
西
北
革
命
闘
争
の
中
心
で
あ
る
と
し
て
四
川
全
省
と
西
北
地
域
の
赤
化
を
提
起
し
て
い
た
（
盛
仁
学
編
「
張
国
壽

(
-
）
遵
義
会
議
と
毛
沢
東
・
張
国
煮
の
確
執
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゜
、つ 問

題
研
究
資
料
j

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
四
四
九
1
四
五
0
頁
。
以
下
「
研
究
資
料
」
）
。

六
月
ニ
―
日
、
第
一
方
面
軍
二
万
人
と
第
四
方
面
軍
八
万
人
は
懲
功
で
合
流
し
た
（
「
紅
軍
長
征
j

―
一
六
七
ー
ニ
六
八
頁
）
。
両
方
面
軍
の

見
解
を
調
整
す
る
た
め
、
政
治
局
会
議
が
両
河
口
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
、
北
上
し
て
甘
粛
南
部
を
奪
取
し
川
陳
廿
根
拠
地
を
樹
立
す

る
こ
と
が
当
面
の
戦
略
方
針
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
方
面
軍
の
見
解
を
確
認
し
た
（
中
央
棉
案
館
編
「
中
共
中
央
文
件
選
集
」
第
一

0
冊
、
中

共
中
央
党
校
出
版
杜
、
一
九
九
一
年
、
五
一
六
頁
。
以
下
『
選
集
」
）
。
当
地
に
い
た
政
治
局
委
員
七
人
・
候
補
委
員
三
人
の
う
ち
第
四
方
面
軍

に
属
す
る
も
の
が
張
国
霜
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
「
組
織
史
」
三
一
七
頁
）
、
こ
の
決
定
は
当
然
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

張
国
證
は
、
長
征
開
始
後
に
お
け
る
第
一
方
面
軍
の
兵
員
の
激
減
お
よ
び
第
四
方
面
軍
の
兵
力
維
持
か
前
者
の
誤
り
と
自
ら
の
政
治
主

張
の
正
し
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
（
「
研
究
資
料
j

六
0
六
1
六
0
八
頁
）
、
し
た
が
っ
て
現
有
勢
力
に
即
し
た
か
た
ち
で
党
・
軍
組
織
の
再

編
成
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
有
し
て
い
た
。
六
＼
七
月
、
党
中
央
は
張
国
需
を
中
革
軍
委
副
主
席
・
紅
軍
総
政
治
委
員
に
、

徐
向
前
・
陳
昌
浩
を
同
委
員
に
補
選
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
両
方
面
軍
の
番
号
の
変
更
が
行
わ
れ
、
第
一
方
面
軍
は
一
・
三
•
五
・
三

二
の
四
軍
、
第
四
方
面
軍
は
四
・
九
・
三

0
.
―
―
―
―
•
三
三
の
五
軍
撰
成
と
な
っ
た
。
八
月
、
張
国
需
が
第
四
方
面
軍
の
幹
部
九
人
の
政

(
6
)
 

治
局
入
り
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、
陳
昌
浩
と
周
純
全
が
政
治
局
員
に
補
選
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

八
月
三
日
、
阿
塙
を
占
領
し
て
夏
河
流
域
に
進
撃
し
さ
ら
に
甘
南
に
展
開
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
夏
洸
戦
役
計
画
」
が
作
成
さ
れ
、

五
・
九
・
三
一
・
三
ニ
・
三
三
の
各
軍
で
構
成
さ
れ
紅
軍
総
司
令
朱
徳
と
総
政
治
委
員
張
国
證
に
率
い
ら
れ
る
左
路
軍
が
阿
墳
か
ら
北
進

し
、
一
·
―
―
-
•
四
・
三
0
の
各
軍
で
構
成
さ
れ
前
敵
総
指
揮
徐
向
前
と
政
治
委
員
陳
昌
浩
に
率
い
ら
れ
る
右
路
軍
が
班
佑
か
ら
北
上
す
る

こ
と
と
な
っ
た
（
党
中
央
は
右
路
軍
に
随
行
）
。
こ
う
し
て
北
上
が
開
始
さ
れ
た
が
、
九
月
初
旬
、
張
国
類
は
左
路
軍
を
南
下
さ
せ
る
と
と

も
に
、
右
路
軍
の
南
下
を
要
求
し
た
（
「
紅
軍
長
征
」
五
―
―
-
I
五
五
、
六
0
1
六
一
頁
）
。
九
日
、
毛
沢
東
は
洛
甫
・
博
古
・
周
恩
来
・
王
稼
祥
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と
協
議
し
、
張
の
説
得
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て
一
・
三
軍
の
即
時
北
上
を
決
定
し
た
（
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
毛
沢
東
年
譜
」
上

巻
、
人
民
出
版
社
・
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
四
七
一
頁
）
。
こ
う
し
て
紅
軍
は
、
張
国
際
率
い
る
南
下
部
隊
八
万
人
と
、
北
上
部
隊

一
九
三
五
年
七
1
八
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
主
要
敵
」
論
を
確
立
し
て
反
フ
ァ

シ
ズ
ム
人
民
戦
線
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
植
民
地
・
半
植
民
地
に
お
け
る
適
用
と
し
て
の
「
反
帝
統
一
戦
線
」
を
提
示
し
た
。
ま

た
、
こ
の
大
会
は
執
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
周
恩
来
・
張
国
證
・
毛
沢
東
・
王
明
を
選
出
し
、
さ
ら
に
八
月
ニ
―
日
の
執
行
委
員

会
会
議
は
王
明
を
幹
部
会
員
・
書
記
局
員
候
補
に
選
出
し
た
（
村
田
陽
一
編
訳
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
」
別
巻
、
大
月
書
店
、

三一

0
1
三
―
二
頁
）
。

一
九
八
五
年
、

「
反
帝
統
一
戦
線
」
戦
術
の
問
題
を
論
じ
た
「
植
民
地
お
よ
び
半
植
民
地
国
に
お
け
る
革
命
運
動
と
共
産
党
の
戦
術
」
と
題
す
る
八
月

七
日
の
報
告
に
お
い
て
、
王
明
は
、
①
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
に
よ
っ
て
中
国
は
未
曽
有
の
民
族
的
危
機
に
見
ま
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、

反
帝
国
主
義
人
民
戦
線
戦
術
以
外
に
共
産
兌
が
全
中
国
人
民
を
帝
国
主
義
に
対
す
る
神
聖
な
民
族
革
命
闘
争
の
た
め
に
総
動
員
す
る
方
法

は
な
い
と
断
じ
、
②
中
国
共
産
党
が
中
国
ソ
ビ
エ
ト
政
府
と
と
も
に
、
全
人
民
・
全
政
党
・
団
体
・
軍
隊
・
大
衆
紐
織
な
ら
び
に
著
名
な

活
動
家
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
と
と
も
に
民
族
防
衛
の
全
中
国
的
な
統
一
人
民
政
府
を
組
織
し
よ
う
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
を
提
出
し
た
。
さ
ら

に
彼
は
、
③
反
帝
統
一
戦
線
の
結
成
と
そ
の
拡
大
・
強
化
を
目
指
し
て
党
の
諸
活
動
を
全
面
的
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
④
四
川
省
に
お
い
て
合
流
を
果
た
し
た
紅
軍
が
「
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
ほ
ど
の
広
い
、
強
力
な
新
中
央
ソ
ビ
エ
ト
区
を

貴
州
・
四
川
・
西
康
・
雲
南
・
甘
粛
・
映
西
の
一
部
地
区
に
樹
立
し
た
」
中
国
に
お
い
て
も
、
反
帝
統
一
戦
線
戦
術
の
正
し
い
適
用
が
プ

（
二
）
王
明
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
報
告
と
統
一
戦
線
戦
術

一
万
四
千
人
（
『
紅
軍
長
征
」
二
六
七
頁
）
に
分
裂
し
た
。
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（
三
）
張
国
煮
に
よ
る
第
二
中
央
の
樹
立
と
瓦
富
堡
会
議

日
発
行
の
「
救
国
報
」
に
掲
載
さ
れ
広
範
に
散
布
さ
れ
た
。

-
0月

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立
と
ソ
ビ
エ
ト
革
命
の
よ
り
一
層
の
勝
利
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
た
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
中
国

部
会
編
「
中
国
共
産
党
史
資
料
集
」
第
七
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九
七
一
＿
一
年
、
五
三
ニ
ー
五
三
三
、
五
三
六
、
五
四
九
1
五
五
0
、
五
三
九
1
五
四
0
、
五

五
一
頁
）
。
王
明
報
告
の
概
要
は
、
ま
ず
八
月
九
日
の
「
プ
ラ
ウ
ダ
j

の
第
二
面
全
頁
を
使
っ
て
報
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
九
月
一
日
に
は
「
コ

(
7
)
 

ミ
ュ
ニ
ス
チ
チ
ェ
ス
キ
ー
・
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
ー
ル
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
、
従
来
の
「
国
民
党
中
国
」
と
「
ソ
ビ
エ
ト

中
国
」
と
の
最
終
的
決
戦
と
い
う
二
分
法
に
基
づ
く
論
理
で
は
な
い
中
共
の
新
た
な
政
策
体
系
1
1

「
中
華
民
族
社
会
」
の
防
衛
を
基
軸
と

す
る
統
一
戦
線
工
作
の
全
面
的
展
開
と
そ
の
た
め
の
諸
政
策
の
転
換
を
可
能
に
し
た
と
い
う
点
で
、
画
期
的
な
意
味
を
有
し
て
い
た
。

八
月
下
旬
1
九
月
、
党
中
央
が
派
遣
し
た
灌
漢
年
・
陳
雲
が
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
遵
義
会
議
決
議

と
四
川
に
お
け
る
紅
軍
の
実
態
を
了
解
し
た
（
楊
雲
若
．
楊
奎
松
「
共
産
国
際
和
中
国
革
命
」
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
三
三
六
1
三
三

七
頁
）
。
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
は
、
彼
等
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
知
見
を
踏
ま
え
て
統
一
戦
線
戦
術
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
九
月
、
代
表
団
は
、
中
共
の
新
戦
術
を
中
国
国
内
に
宣
伝
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
救
国
報
」
（
後
継
紙
は
「
救
国
時
報
」
）

を
パ
リ
で
創
刊
し
た
。
全
中
国
統
一
の
「
国
防
政
府
」
と
「
抗
日
聯
軍
」
の
樹
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
「
国
防
政
府
」
の
政
策
方
針

（
十
大
綱
領
）
を
提
示
し
た
中
国
ソ
ビ
エ
ト
政
府
・
中
共
中
央
「
抗
日
救
国
の
た
め
に
全
同
胞
に
告
げ
る
書
」
（
八
一
宣
言
）
は
、

一
九
三
五
年
九
月
一
五
日
、
張
国
慕
は
「
ま
ず
全
四
川
を
赤
化
す
る
こ
と
が
、
蒋
介
石
の
主
力
部
隊
を
斌
滅
し
川
映
甘
地
区
を
赤
化
す

る
先
決
条
件
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
一

0
月
五
日
、
張
は
卓
木
磯
に
お
い
て
第
二
中
央
の
成
立
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
毛
沢
東
・
周
恩
来
・

博
古
・
洛
甫
の
党
籍
剥
奪
と
拘
束
を
命
じ
た
。
七
日
、
彼
は
、
天
全
・
薩
山
へ
の
南
下
を
目
指
し
て
「
緩
崇
丹
懲
戦
役
計
画
」
を
提
起
し
、

198 



第七章 一九三0年代なかばにおける中国共産党の危機と再生

同
月
中
に
懲
功
・
丹
巴
地
区
を
占
領
し
た
。
さ
ら
に
、
天
全
・
薩
山
か
ら
成
都
平
原
へ
展
開
す
る
た
め
「
天
薩
名
雅
戦
役
」
を
発
動
し
て

―
一
月
中
旬
に
は
天
全
・
薩
山
・
宝
興
地
区
を
奪
取
し
た
も
の
の
、
百
丈
で
の
消
耗
戦
に
よ
り
以
後
の
進
攻
が
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た

（
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
構
想
」
六
ニ
ー
六
三
頁
）
。
こ
の

ft、

樹
立
さ
れ
（
「
組
織
史
」
三
四
九
頁
）
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
建
設
が
試
み
ら
れ
た
（
「
研
究
資
料
」
四
六
ニ
ー
四
七
四
頁
）
。

一
・
三
軍
を
率
い
て
甘
粛
に
入
っ
た
毛
沢
東
・
彰
徳
懐
等
は
、
「
映
甘
地
区
に
根
拠
地
を
建
設
し
て
全
国
革
命
の
中
心
を
打
ち

立
て
る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
可
能
性
が
少
な
い
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
兵
力
の
温
存
を
図
る
た
め
、
当
面
の
基
本
方
針
を
「
遊
撃

戦
争
を
通
じ
て
ソ
連
国
境
線
に
ま
で
到
達
す
る
」
と
改
め
た
。
九
月
二

0
日
、
甘
粛
省
眠
県
の
吟
達
鋪
に
到
達
し
た
北
上
部
隊
は
映
甘
支

隊
に
改
編
さ
れ
た
。
同
支
隊
は
当
地
で
映
北
紅
軍
の
活
動
を
了
解
し
、
映
北
ソ
区
に
向
か
う
こ
と
に
方
針
を
再
度
転
換
し
た
。
二
八
日
、

政
治
局
は
榜
羅
鎮
で
会
議
を
招
集
し
、
映
北
地
区
を
中
国
革
命
を
指
導
す
る
大
本
営
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
―
一
月
初
め
、
映
甘
支

隊
七
千
人
は
映
北
の
一
五
軍
団
三
千
人
と
合
流
し
た
。
三
日
、
「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
」
中
央
政
府
は
、
毛
沢
東
を
主
席
と
し
周
恩
来
・

彰
徳
懐
を
副
主
席
と
す
る
中
国
労
農
紅
軍
西
北
革
命
軍
事
委
員
会
の
樹
立
を
決
定
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
そ
の
一
号
命
令
に
お
い
て
第
一

方
面
軍
（
司
令
員
こ
即
徳
懐
、
政
治
委
員
云
毛
沢
東
）

頁
）
。
同
月
、
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
中
央
政
府
西
北
塀
事
処
（
主
席
五
ぼ
口
）
が
開
設
さ
れ
た
（
「
組
織
史
」
三
二
八
頁
）
。

―
一
月
中
旬
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
新
方
針
を
伝
達
す
る
た
め
に
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
が
派
遣
し
た
張
浩
（
林
育

英
）
が
映
北
に
到
達
し
た
。
彼
は
、
紅
軍
主
力
が
北
か
西
北
に
向
か
っ
て
展
開
し
て
ソ
蒙
国
境
に
接
近
す
る
こ
と
に
反
対
し
な
い
と
の
ス

タ
ー
リ
ン
の
見
解
を
伝
え
た
（
楊
奎
松
「
中
国
紅
軍
打
通
国
際
路
線
戦
略
方
針
的
演
変
」
「
中
共
党
史
研
究
」
一
九
八
八
年
専
題
論
文
選
輯
、
一
三
五

頁
）
。
こ
れ
以
後
、
中
共
は
、
紅
軍
主
力
が
ソ
蒙
国
境
に
達
し
て
ソ
連
の
軍
事
的
・
技
術
的
援
助
を
獲
得
す
る
と
い
う
「
国
際
路
線
」
の

具
体
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
―
二
月
、
中
共
は
瓦
客
堡
で
開
催
さ
れ
た
政
治
局
会
議
に
お
い
て
「
軍
事
戦
略
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
」

一方、

の
回
復
を
宣
言
し
た
（
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
挺
地
構
想
」
五
八

一
九
三
六
年
一
月
に
は
四
川
省
ソ
ビ
エ
ト
政
府
が
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保
障
す
る
の
か
が
中
共
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。

(
8
)
 

を
採
択
し
、
山
西
を
経
由
し
て
緩
遠
に
至
る
「
国
際
路
線
」
の
実
施
を
決
定
し
た
。
ま
た
こ
の
会
議
に
お
け
る
も
う
―
つ
の
決
議
で
あ
る

「
当
面
の
政
治
情
勢
と
党
の
任
務
に
つ
い
て
の
決
議
」
は
、
①
「
日
本
帝
国
主
義
お
よ
び
売
国
奴
の
頭
目
蒋
介
石
に
反
対
す
る
」
民
族
統

一
戦
線
を
戦
術
上
の
総
路
線
と
し
、
②
そ
の
「
最
も
広
範
か
つ
高
度
な
形
態
」
と
し
て
「
国
防
政
府
」
と
「
抗
日
聯
軍
」
を
提
起
す
る
と

と
も
に
ソ
ビ
エ
ト
と
紅
軍
を
そ
の
中
核
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
③
「
ソ
ビ
エ
ト
労
農
共
和
国
」
か
ら
「
ソ
ビ
エ
ト
人
民
共
和
国
」
に
改
称

し
て
そ
の
諸
政
策
を
民
族
的
な
も
の
に
転
換
す
る
、
と
述
べ
て
い
た
（
「
選
集
」
第
一

0
冊
、
六
0
四
、
六
0
八
ー
六
0
九
、
六
0
九
1
六
一
〇

一
九
三
五
年
六
月
の
梅
津
1
1

何
応
欽
「
協
定
」
と
土
肥
原
1
1

秦
徳
純
協
定
に
よ
っ
て
、
翼
察
•
平
津
一
帯
に
お
け
る
国
民
党
・
国
民
政

府
の
力
は
著
し
く
後
退
し
た
。
こ
の
「
政
治
的
真
空
」
は
、
平
津
地
区
に
お
け
る
中
共
地
下
組
織
に
再
建
の
契
機
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
同
年
末
の
―
二
九
学
生
運
動
は
、
こ
の
「
政
治
的
真
空
」
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
新
方
針
の
同
地
区
へ
の
伝
播
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
運
動
は
上
海
に
波
及
し
て
救
国
会
運
動
の
高
揚
を
も
た
ら
し
、
組
織
関
係
を
喪
失
し
て
い
た

同
地
の
地
下
党
員
に
活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
華
北
情
勢
の
緊
迫
化
は
ま
た
、
蒋
介
石
に
対
し
て
、
日
本
の
軍
事
侵
略
に

対
処
す
る
た
め
の
国
内
の
政
治
的
統
一
を
急
が
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
、
有
利
な
力
関
係
を
背
景
に
、
軍
事
・
政
治
の
両
面
を
駆
使

し
て
中
共
問
題
の
根
本
的
解
決
を
目
指
し
、
軍
事
面
で
は
そ
の
矛
先
を
南
下
し
た
四
川
の
張
国
煮
が
率
い
る
紅
軍
部
隊
に
集
中
す
る
と
と

も
に
、
政
治
面
で
は
中
共
と
の
秘
密
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た
中
国
政
治
の
流
動
化
の
な
か
で
、
自
ら
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
し
て

頁）。

一
九
三
六
年
_
ー
抗
日
統
一
戦
線
と
中
国
政
治
の
転
機
ー
’
—
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(
-
）
「
三
位
一
体
」
の
初
歩
的
形
成
と
張
国
煮
の
試
み

一
九
三
六
年
二
月
、
第
一
方
面
軍
は
、
前
述
の
「
軍
事
戦
略
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
」
の
方
針
に
従
っ
て
東
征
戦
役
を
発
動
し
、
山
西

に
展
開
し
た
。
一
一
一
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
政
治
局
会
議
は
、
「
山
西
の
経
営
を
基
本
戦
略
方
針
と
し
て
猛
烈
に
紅
軍
を
拡
大
し
、
河
北
・

河
南
・
緩
遠
に
展
開
す
る
」
と
決
定
し
た
（
邸
路
「
紅
軍
東
征
戦
略
方
針
的
提
出
過
程
及
其
浪
変
」
「
党
史
研
究
」
一
九
八
六
年
第
三
期
、
三
五
頁
）
。

こ
の
方
針
は
東
征
戦
役
の
順
調
な
展
開
を
踏
ま
え
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
蒋
介
石
に
よ
る
中
央
軍
の
山
西
投
入
が
そ
の
具
体

化
を
阻
ん
だ
。
五
月
初
め
、
第
一
方
面
軍
は
黄
河
以
西
に
退
却
し
た
。

一
方
、
中
共
中
央
が
映
北
根
拠
地
を
包
囲
す
る
諸
勢
力
に
対
し
て
展
開
し
た
統
一
戦
線
工
作
は
、
彼
等
に
新
た
な
政
治
的
展
望
を
切
り

拓
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
安
を
拠
点
に
「
剰
共
」
作
戦
に
従
事
し
て
い
た
張
学
良
1
1
東
北
軍
お
よ
び
同
地
の
地
方
勢
力

で
あ
る
楊
虎
城
1
1
西
北
軍
と
中
共
と
の
水
面
下
の
接
触
は
、
一
九
三
五
年
末
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
で
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
―
―
―

六
年
四
月
に
お
け
る
張
学
良
1
1
周
恩
来
会
談
と
楊
虎
城
1
1
王
世
英
会
談
に
お
い
て
、
「
共
同
抗
日
」
お
よ
び
紅
軍
と
東
北
軍
・
西
北
軍
と

の
停
戦
・
合
作
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
合
意
に
達
し
た
こ
と
は
（
張
魁
堂
「
劉
鼎
在
張
学
良
那
里
工
作
的
時
候
」
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
・
中
央

稽
案
館
・
党
的
文
献
編
輯
部
編
「
中
共
党
史
風
雲
録
」
人
民
出
版
社
、
一
九
九
0
年
、
ニ
ニ
七
1
二
三
四
頁
。
叢
一
平
主
編
「
西
安
事
変
研
究
」
映
西
人

民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
三
四
一

1
三
四
―
―
―
頁
）
、
紅
軍
・
東
北
軍
・
西
北
軍
に
よ
る
「
―
―
―
位
一
体
」
的
関
係
が
初
歩
的
に
形
成
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
映
北
の
中
共
は
、
そ
れ
ま
で
は
軍
事
力
に
よ
っ
て
し
か
保
障
さ
れ
得
な
か
っ
た
自
ら
の

存
在
を
、
政
治
的
に
保
障
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

(
9
)
 

一
九
三
五
年
―
―
一
月
以
降
、
党
中
央
は
、
張
浩
が
も
た
ら
し
た
統
一
戦
線
戦
術
に
関
す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
示
と
「
国
際
路
線
」
に
つ

い
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
見
解
お
よ
び
瓦
客
堡
会
議
の
決
議
を
張
国
證
等
に
打
電
す
る
と
と
も
に
、
張
浩
を
介
し
て
両
者
の
関
係
の
修
復
を

試
み
た
。
一
九
三
六
年
一
月
一
六
日
、
張
浩
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
認
可
を
受
け
た
調
停
者
で
あ
る
と
自
ら
を
位
置
づ
け
た
上
で
、
二
四
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は
四
万
人
に
減
少
し
て
い
た
（
『
紅
軍
長
征
」
二
六
八
頁
）
。

日
に
は
、
狭
北
の
党
組
織
が
中
国
党
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
毛
沢
東
・
彰
徳
懐
等
の
北
上
行
動
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
名
に

お
い
て
承
認
し
、
さ
ら
に
、
「
貴
兄
ら
は
西
南
局
を
組
織
し
て
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
に
直
属
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
中
央

(10) 

に
対
す
る
原
則
的
な
争
点
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
提
起
し
う
る
」
と
打
電
し
た
（
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
構
想
」
六

こ
れ
に
対
し
て
、
政
治
局
（
第
二
中
央
）
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
示
を
踏
ま
え
て
「
当
面
の
民
族
革
命
高
潮
と
党
の
戦
術
路
線
」
と
題

す
る
決
議
を
採
択
し
、
反
蒋
抗
日
を
目
指
す
「
最
も
広
範
な
「
下
か
ら
の
」
」
民
族
革
命
統
一
戦
線
を
提
起
し
た
（
「
研
究
資
料
」
四
七
九
、

四
八
六
＼
囚
八
七
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
政
策
転
換
は
、
「
民
族
革
命
の
高
潮
に
直
面
し
て
、
あ
る
同
志
は
行
き
過
ぎ
た
幻
想
を
持
っ

て
い
る
。
彼
等
は
著
名
な
軍
閥
さ
え
も
抗
日
の
側
に
立
ち
得
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
小
プ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
有
害
な
幻
想
で
あ
る
」

（
「
研
究
資
料
」
五
二
五
頁
）
と
い
う
張
国
惹
の
発
言
が
示
す
よ
う
に
、
川
西
地
区
に
お
い
て
映
北
が
獲
得
し
た
「
三
位
一
体
」
の
初
歩
的
形

成
に
比
す
べ
き
政
治
的
成
果
を
生
み
だ
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
二
月
上
旬
、
第
四
方
面
軍
は
「
康
道
濾
戦
役
計
画
」
を
制
定
し
、

天
全
・
薩
山
・
宝
興
地
区
か
ら
の
撤
退
を
決
定
し
た
。
三
月
下
旬
、
部
隊
は
東
は
懲
功
か
ら
西
は
甘
孜
に
至
り
、
南
は
睛
化
・
泰
寧
か
ら

北
は
大
草
原
に
至
る
地
区
に
退
却
し
た
が
（
平
卓
「
長
征
中
的
張
国
煮
」
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
九
二
頁
）
、
当
時
に
お
け
る
兵
力

三
月
一
五
日
、
張
は
「
わ
れ
わ
れ
の
力
量
は
い
ま
だ
敵
と
消
耗
戦
を
遂
行
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
は
い
な
い
」
と
し
て
部
隊
の
北
上
を

提
起
し
た
（
「
研
究
資
料
」
五
二
八
1
五
三
0
頁
）
。
二
五
日
、
軍
事
委
員
会
（
第
二
中
央
）
は
、
貴
州
・
雲
南
省
境
地
区
を
転
戦
し
て
い
た
第

二
•
第
六
軍
団
に
対
し
北
上
し
て
第
四
方
面
軍
と
合
流
す
る
よ
う
指
示
し
た
（
中
国
人
民
解
放
軍
政
治
学
院
党
史
教
研
室
編
「
中
共
党
史
参
考

資
料
」
第
七
冊
、
二
三
九
頁
）
。
こ
う
し
て
紅
軍
の
主
力
を
構
成
す
る
三
つ
の
部
隊
が
合
流
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。

ー
六
四
頁
）
。
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「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
抱
地
構
想
」
六
四
頁
）
。

（
二
）
王
明
「
独
立
・
自
由
・
幸
福
の
中
国
の
た
め
に
奮
闘
せ
よ
」
と
「
民
主
共
和
国
」
構
懇

一
九
三
六
年
五
月
、
中
共
中
央
は
、
「
三
位
一
体
」
の
初
歩
的
形
成
お
よ
び
第
四
方
面
軍
と
第
二
•
第
六
軍
団
の
北
上
と
い
う
新
た
な

情
勢
の
下
「
西
北
大
聯
合
」
（
対
日
抗
戦
の
遂
行
を
目
的
と
す
る
「
西
北
国
防
政
府
」
の
樹
立
）
の
実
現
に
よ
っ
て
中
国
政
治
の
新
局
面
を
創
造

し
よ
う
と
試
み
た
。
同
月
下
旬
、
第
一
方
面
軍
は
、
寧
夏
軍
を
主
た
る
攻
撃
目
標
と
す
る
西
征
戦
役
を
発
動
し
た
。
こ
の
結
果
、
映
北
ソ

区
は
、
八
月
末
に
は
、
北
は
塩
池
・
定
辺
ま
で
、
南
は
甘
粛
の
合
水
・
慶
陽
・
固
原
以
北
ま
で
、
西
は
黄
河
東
岸
ま
で
拡
大
し
た
（
拙
稿

六
月
一
六
日
、
長
征
以
来
中
断
し
て
い
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
電
信
連
絡
が
回
復
し
、
映
北
と
モ
ス
ク
ワ
と
の
直
接
的
な
応
答
が
可
能

と
な
っ
た
。
中
共
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
に
対
し
統
戦
工
作
の
状
況
お
よ
び
「
西
北
大
聯
合
」
構
想
に
関
す
る
全
面
的
か
つ
具

ニ
ニ
九
頁
、
楊
雲
若
．
楊
奎
松
前
掲
書
、
三
六
九
頁
）
。
二
三
日
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
は
、
コ
ミ
ン

体
的
が
報
告
を
行
っ
た
（
楊
奎
松
前
掲
論
文
、

テ
ル
ン
執
行
委
員
会
書
記
局
の
中
国
問
題
に
関
す
る
会
議
に
お
い
て
、
「
中
華
全
国
民
族
共
和
国
」
の
樹
立
と
南
京
11
蒋
介
石
と
の
具
体

的
交
渉
を
提
起
し
た
（
「
中
共
党
史
研
究
」

一
九
八
八
年
第
二
期
、
八
四
＼
八
五
頁
）
。
七
月
一
一
五
日
、
王
明
は
「
独
立
・
自
由
・
幸
福
の
中
国

の
た
め
に
奮
闘
せ
よ
」
を
発
表
し
て
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
発
言
を
具
体
化
し
た
。
こ
の
文
献
の
目
的
は
国
共
再
合
作
の
た
め
の
理
論
的
前
提
を

提
供
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
ソ
ビ
エ
ト
革
命
の
た
め
の
闘
争
を
棚
上
げ
し
て
国
共
合
作
を
軸
に
し
た
抗
日
民
族
統
一
戦
線
と

「
民
王
共
和
国
」
の
た
め
の
闘
争
を
提
起
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
共
に
抗
日
統
一
戦
線
政
策
を
国
家
権
力
の
再
編
と
関
連
づ
け
て
検
討

(12) 

す
る
と
い
う
課
題
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
中
国
共
産
党
に
お
け
る
抗
日
民
族
統
一
戦
線
理
論
の
確
立
」
九
二
1
九一＿＿頁）。

八
月
一
五
日
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
書
記
局
は
、
中
共
中
央
書
記
処
に
対
し
て
「
中
華
全
国
民
主
共
和
国
」
の
提
起
と
蒋
介
石

と
の
軍
事
行
動
の
停
止
を
指
示
し
、
同
時
に
「
張
学
良
を
確
固
た
る
同
盟
者
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
二
五
日
、
中

共
は
国
民
党
に
書
簡
を
発
し
、
「
全
中
国
統
一
の
民
主
共
和
国
」
の
実
現
と
抗
日
救
亡
の
た
め
の
両
党
の
合
作
を
呼
び
か
け
た
。
九
月
一
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日
、
中
央
書
記
処
は
党
内
指
示
を
発
し
、
「
反
蒋
抗
日
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
取
り
下
げ
て
「
わ
れ
わ
れ
の
総
方
針
は
「
逼
蒋
抗
日
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
一
七
日
の
「
抗
日
救
亡
運
動
の
新
情
勢
と
民
主
共
和
国
に
つ
い
て
の
決
議
」
に
お
い
て
、
「
民
主

共
和
国
」
を
実
現
す
る
た
め
の
闘
争
を
党
の
方
針
と
し
て
確
認
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
示
を
忠
実
に
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
構
想
」
六
五
頁
）
。

（三）

=
＿
方
面
軍
の
合
流
と
西
安
事
変

六
月
六
日
、
張
国
壽
は
第
二
中
央
を
取
り
消
し
た
。
七
月
一
日
、
第
四
方
面
軍
は
甘
孜
会
議
を
開
催
し
て
部
隊
の
北
上
と
第
一
方
面
軍

と
の
合
流
を
決
定
し
、
翌
日
に
は
第
二
•
第
六
軍
団
と
の
合
流
を
果
た
し
た
（
両
軍
団
は
第
二
方
面
軍
に
改
編
）
。
こ
う
し
て
二
つ
の
方
面

軍
は
北
上
を
開
始
し
、
八
月
一
日
に
は
四
川
・
甘
粛
省
境
の
包
座
地
区
に
到
達
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
張
国
類
は
、
こ
の
こ
と
が
党
中
央

に
対
す
る
彼
の
屈
服
を
意
味
す
る
と
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
第
二
中
央
の
取
り
消
し
は
映
北
の
中
央
と
同
時
的
に
行
わ
れ

(13) 

る
べ
き
も
の
で
あ
り
（
「
研
究
資
料
」
五
八
二
頁
）
、
ま
た
部
隊
の
北
上
は
、
全
国
的
な
抗
日
反
蒋
の
高
ま
り
と
い
う
情
勢
の
な
か
で
「
決
戦

防
御
」
を
回
避
し
つ
つ
、
西
北
地
域
に
紅
軍
を
構
成
す
る
三
方
面
軍
を
中
心
と
す
る
広
範
な
抗
日
根
拠
地
を
建
設
す
る
と
い
う
「
進
攻
路

線
」
で
あ
り
、
前
年
九
月
に
お
け
る
毛
沢
東
等
の
北
上
と
は
質
を
異
に
す
る
と
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
「
研
究
資
料
」
五
四
一

1
五

四
二
頁
、
五
七
六
1
五
七
七
頁
）
。
三
方
面
軍
の
合
流
が
目
前
に
迫
っ
た
九
月
一

0
日
、
彼
は
、
中
央
委
員
の
連
名
に
よ
る
全
党
同
志
宛
の

書
簡
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
党
内
の
統
一
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
を
行
っ
た
（
「
中
共
党
史
教
学
参
考
資
料
」
第
一
五
冊
、
四

八
七
頁
）
。
一
方
、
党
中
央
は
、
寧
夏
占
領
に
よ
る
ソ
連
と
の
連
携
の
実
現
（
寧
夏
ル
ー
ト
を
介
し
て
の
「
国
際
路
線
」
が
実
施
）
と
紅
軍
・
東
北
軍
に

よ
る
西
北
国
防
政
府
の
樹
立
を
目
指
す
「
寧
夏
計
画
」
を
張
学
良
と
協
議
の
上
で
作
成
し
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
認
可
を
得
て
い
た
0

1
 

0
月
九
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日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
西
蘭
公
路
の
北
方
に
お
い
て
三
方
面
軍
の
合
流
が
実
現
し
た
。
当
時
の
兵
力
は
、
第
一
方
面
軍
が
三
万
人
、
第

四
方
面
軍
が
三
万
三
千
人
、
第
二
方
面
軍
が
一
万
三
千
三
百
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
寧
夏
計
画
」
は
黄
河
の
渡
河
地
点
を
確
保
で
き
ず
に
頓

挫
し
、
第
四
方
面
軍
の
三
ヵ
軍
が
黄
河
西
岸
に
孤
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
―
一
月
八
日
、
党
中
央
は
、
①
第
一
方
面
軍
の
主
力
と
第
二

方
面
軍
は
南
路
軍
を
組
織
し
、
南
下
し
て
鎮
原
・
寧
県
・
正
寧
・
合
水
地
区
を
占
領
し
た
後
東
に
展
開
す
る
、
②
四
方
面
軍
の
ニ
ヵ
軍
は

北
路
軍
を
組
織
し
て
霊
武
・
塩
池
地
区
で
待
機
し
、
緩
遠
東
部
で
の
抗
戦
勃
発
を
待
っ
て
東
に
展
開
す
る
‘
R
黄
河
西
岸
部
隊
は
西
路
軍

を
組
織
し
て
河
西
地
区
に
根
拠
地
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
新
彊
に
通
じ
る
「
国
際
路
線
」
の
遂
行
を
目
指
す
、
と
い
う
方
針
を
決
定
し
た

（
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
構
想
」
六
五
1
六
七
頁
）
。

-
]
月
末
、
張
国
壽
は
朱
徳
と
と
も
に
党
中
央
所
在
地
で
あ
る
保
安
に
入
っ
た
。
―
二
月
七
日
、
中
央
革
命
軍
事
委
員
会
の
改
組
（
主

席
云
毛
沢
東
、
副
主
席
芦
周
恩
来
・
張
国
惹
）
、
お
よ
び
朱
徳
を
中
国
労
農
紅
軍
総
司
令
と
し
張
国
煮
を
総
政
治
委
員
と
す
る
命
令
が
示
達
さ

れ
た
（
「
毛
沢
東
年
譜
」
上
巻
、
六
一
九
頁
）
。

―
二
月
―
二
日
に
発
生
し
た
西
安
事
件
を
契
機
と
し
て
中
国
政
治
は
一
気
に
緊
迫
化
し
、
内
戦
勃
発
の
可
能
性
が
顕
在
化
し
た
。
一
七

日
、
西
安
に
到
着
し
た
周
恩
来
は
張
学
良
と
会
談
し
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、
①
東
北
軍
・
西
北
軍
が
西
安
11
滝
関
線
に
集
結
す
る
の

に
呼
応
し
て
、
紅
軍
は
南
下
し
て
延
安
・
慶
陽
地
包
の
防
衛
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
情
勢
が
許
せ
ば
渭
水
下
流
域
ま
で
さ
ら
に
南
下
す
る
、

生再機危の党産共国中るおな代
②
紅
軍
は
抗
日
聯
軍
臨
時
西
北
軍
事
委
員
会
に
加
入
す
る
、
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
ニ
―
―
―
ー
ニ
四
日
、
周
恩
来
は
、
張
学
良
・
楊
虎

年Q

城
と
と
も
に
宋
子
文
・
宋
美
齢
と
交
渉
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
蒋
介
石
は
、
①
停
戦
し
て
撤
兵
し
西
北
の
軍
事
は
張
・
楊
が
主

づ
宰
す
る
、
②
南
京
政
府
を
改
組
す
る
、
③
各
党
各
派
が
連
合
し
て
抗
日
を
行
い
剰
共
を
停
止
す
る
、
と
述
べ
た
。
二
四
日
夜
、
周
恩
来
が

章
蒋
介
石
に
会
見
し
た
際
、
蒋
は
、
①
剰
共
を
停
止
し
紅
軍
と
連
合
し
て
抗
日
を
行
い
中
国
を
統
一
す
る
、
②
宋
子
文
・
宋
美
齢
と
張
学
良

七第

が
蒋
の
全
権
代
表
と
し
て
周
と
交
渉
し
一
切
の
問
題
を
解
決
す
る
、
③
南
京
帰
還
後
、
直
接
彼
と
交
渉
す
る
、
と
の
見
解
を
示
し
た
。
蒋
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介
石
の
諾
言
に
よ
っ
て
、
西
安
事
件
は
平
和
的
に
収
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
事
件
の
推
移
の
な
か
で
、
中
共
は
紅
軍
主
力
が

東
に
あ
る
い
は
南
に
展
開
す
る
と
い
う
一
一
月
八
日
の
戦
略
方
針
を
放
棄
し
、
映
甘
地
区
を
中
共
の
革
命
運
動
の
策
源
地
と
す
る
観
点
が

実
質
的
に
確
定
さ
れ
た
（
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
構
想
」
六
九
1
七
一
頁
）
。

一
九
三
七
年
—
上
国
共
再
合
作
と
日
中
全
面
戦
争

西
安
事
変
の
平
和
解
決
は
、
中
国
政
治
が
抗
日
抗
戦
態
繁
の
実
現
に
向
け
て
大
転
換
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
二
月
、

ニ
ニ
事
件
を
契
機
と
し
て
西
北
地
区
に
お
け
る
「
三
位
一
体
」
が
解
体
し
、
紅
軍
は
映
北
に
帰
還
し
た
。
こ
の
こ
と
と
並
行
し
て
、
中
共

中
央
は
国
民
党
五
届
三
中
全
会
に
打
電
し
、
同
党
が
「
一
致
抗
日
」
を
国
策
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
中
共
は
、
①
武
装

暴
動
方
針
の
停
止
、
②
労
農
政
府
・
紅
軍
の
中
華
民
国
特
区
政
府
・
国
民
革
命
軍
へ
の
改
称
、
③
特
区
政
府
管
轄
区
域
に
お
け
る
普
通
選

挙
の
実
施
、
④
土
地
没
収
政
策
の
停
止
、
と
い
う
政
策
転
換
を
実
施
す
る
と
表
明
し
た
（
「
選
集
」
第
一
―
冊
、

一
五
七
ー
一
五
八
頁
）
。
こ

れ
に
対
し
て
国
民
党
は
、
「
赤
禍
根
絶
決
議
」
を
採
択
し
て
中
共
問
題
の
軍
事
的
解
決
方
針
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
以
降
の
国
共
交
渉
に
お

い
て
、
第
二
次
国
共
合
作
の
具
体
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
三
七
年
三
月
上
旬
、
河
西
回
廊
を
経
て
新
彊
を
目
指
し
た
西
路
軍
は
壊
滅
し
た
。
西
路
軍
が
ソ
連
の
援
助
を
獲
得
し
、
ま
た
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
以
後
の
政
治
情
勢
を
大
き
く
転
換
さ
せ
得
る
可
能
性
は
存
在
し
て
い
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
事
態
が
そ
の
よ
う
に
展
開
し
な

か
っ
た
の
は
、
涼
州
・
臨
沢
根
拠
地
の
樹
立
お
よ
び
二
度
の
東
進
方
針
の
た
め
、
西
進
行
動
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
-
）
西
路
軍
の
壊
減
と
張
国
煮
の
敗
北

四
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第七章 一九三0年代なかばにおける中国共産党の危機と再生

「
研
究
資
料
」
六
0
五
1
六一

0
頁）。

西
路
軍
の
壊
滅
は
、
中
共
党
内
に
お
け
る
張
国
礫
の
立
場
に
決
定
的
打
撃
を
与
え
た
（
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地

一
月
に
党
中
央
が
移
転
し
た
延
安
で
は
、
抗
日
軍
政
大
学
を
中
心
に
「
腟
々
慧
々
た
る
」
反
張
国
憲
闘
争
が
は
じ
ま
っ
た
（
張
国
憲
「
我

的
回
憶
」
第
三
冊
、
明
報
月
刊
出
版
社
、
一
九
七
四
年
‘
―
二
六
ニ
ー
ニ
―
六
三
頁
）
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
張
国
意
は
、
党
中
央
に
宛
て
た

文
書
に
お
い
て
、
自
ら
が
忠
実
な
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
党
員
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
①
一
九
三
五
年
秋
の
分
裂
は
当
時
の
客
観
情
勢
と
主
体
的

力
量
に
対
す
る
誤
っ
た
評
価
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
分
裂
の
責
任
は
彼
自
身
に
あ
る
、
②
南
下
行
動
は
党
中
央
と
不
正
常
な
関
係
を
作

り
だ
し
た
と
い
う
点
で
誤
っ
て
い
た
が
、
川
西
ソ
区
の
建
設
・
紅
軍
の
拡
大
・
第
二
方
面
軍
を
と
も
な
っ
て
の
北
上
と
い
う
成
果
が
あ
っ

た
、
③
こ
う
し
た
誤
り
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
的
組
織
原
則
に
対
す
る
理
解
不
足
と
軍
閥
的
傾
向
に
起
因
す
る
、
と
自
己
批
判
し
て
い
た

三
月
、
張
国
惹
の
誤
り
に
つ
い
て
討
議
す
る
政
治
局
拡
大
会
議
（
延
安
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
討
議
の
過
程
で
彼
の
全
職
務
の
剥
奪

や
除
名
を
求
め
る
発
言
が
出
さ
れ
る
と
い
う
雰
囲
気
の
な
か
で
、
会
議
は
組
織
的
結
論
を
持
ち
越
し
、
三
一
日
に
「
張
国
煮
の
誤
り
に
つ

い
て
の
決
議
」
を
採
択
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
張
の
誤
り
は
川
映
ソ
区
で
形
成
さ
れ
第
二
中
央
の
樹
立
に
お
い
て
頂
点
に
達
し
た
政
治

路
線
上
の
誤
り
で
あ
り
、
彼
の
退
却
路
線
と
軍
閥
主
義
は
す
べ
て
の
工
作
部
門
に
見
ら
れ
た
、
②
南
下
活
動
は
完
全
に
失
敗
で
あ
り
、
西

路
軍
の
壊
滅
も
ま
た
張
国
惹
路
線
を
克
服
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
「
選
集
」
第
一
―
冊
、
一
六
四
ー
一
六
八

頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
、
こ
の
張
国
煮
問
題
の
清
算
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
方
針
が
中
共
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政

策
へ
の
全
面
的
転
換
を
も
た
ら
し
、
そ
の
こ
と
が
「
三
位
一
体
」
の
形
成
と
い
う
新
た
な
政
治
的
可
能
性
を
映
北
の
党
組
織
に
付
与
し
た

と
い
う
事
情
を
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
両
方
面
軍
の
合
流
か
ら
分
裂
に
至
る
時
期
の
張
と
毛
沢
東
等
の
双
方
が
、
中
国

社
会
の
階
級
配
置
の
両
極
化
と
い
う
理
解
を
前
提
と
す
る
「
ソ
ビ
エ
ト
中
国
」
と
「
国
民
党
中
国
」
の
最
終
的
決
戦
と
い
う
当
時
の
政
治

構
想
」
七
三
頁
）
。

207 



路
線
を
相
対
化
す
る
観
点
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
妥
当
性
を
欠
く
と
考
え
る
。

ソ
区
代
表
者
会
議
は
、
五
月
、
新
た
な
政
治
情
勢
の
下
に
お
け
る
中
共
の
新
方
針
の
徹
底
を
図
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
毛
沢
東
は
「
中
国

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
当
面
の
段
階
に
お
け
る
任
務
」
と
「
千
百
万
の
大
衆
を
獲
得
し
抗
日
民
族
統
一
戦
線
に
引
き
入
れ
る
た
め
の
闘
争
」

の
二
報
告
を
行
っ
た
が
、
彼
は
、
第
一
に
、
当
面
の
段
階
を
「
抗
日
民
族
革
命
の
第
二
段
階
」
と
捉
え
て
そ
の
主
要
任
務
を
「
民
主
の
獲

得
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
（
第
一
段
階
の
主
要
任
務
は
「
国
内
平
和
の
実
現
」
）
、
国
内
平
和
の
強
化
・
民
主
主
義
の
獲
得
・
対
日
抗
戦
の
実
現

を
三
位
一
体
の
も
の
と
し
て
把
賑
し
た
。
彼
は
、
「
民
主
の
獲
得
」
に
よ
っ
て
こ
そ
人
民
の
積
極
性
が
発
揮
さ
れ
国
内
の
団
結
が
得
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
国
内
平
和
の
強
化
・
抗
戦
の
保
証
と
な
る
と
主
張
す
る
。
第
二
に
報
告
は
、
主
要
矛
盾
・
副
次
的
矛
盾
と
い

う
分
析
視
角
に
基
づ
く
客
観
情
勢
の
把
握
を
前
提
と
し
て
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
階
級
的
基
礎
の
問
題
を
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
帝

国
主
義
と
中
国
と
の
矛
盾
を
主
要
矛
盾
と
し
、
そ
の
他
の
帝
国
主
義
と
中
国
の
矛
盾
お
よ
び
国
内
の
階
級
矛
盾
を
副
次
的
矛
盾
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
統
一
と
平
和
に
反
対
す
る
日
本
帝
国
主
義
と
中
国
を
援
助
す
る
「
そ
の
他
の
い
く
ら
か
の
帝
国
主
義
」
の
相
違
が

親
日
派
「
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
」
と
親
英
米
派
「
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
」
の
分
裂
を
招
き
、
後
者
が
抗
日
陣
営
に
加
わ
っ
た
と
理
解
す
る
。

そ
し
て
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
「
二
面
性
」
か
ら
中
国
プ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
提

起
す
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
主
張
は
、
中
国
プ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
「
民
主
共

和
国
」
形
態
の
提
起
11
ソ
ビ
エ
ト
形
態
の
放
棄
と
社
会
主
義
へ
の
平
和
的
移
行
の
可
能
性
の
言
及
と
い
う
か
た
ち
で
論
じ
ら
れ
た
（
拙
稿

「
中
国
共
産
党
に
お
け
る
抗
日
民
族
統
一
戦
線
理
論
の
確
立
」
九
六
1
九
七
頁
）
。

一
九
三
六
年
―
二
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
、
毛
沢
東
は
、
シ
ロ
コ
フ
と
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
共
著
「
弁
証
法
唯
物
論
教
程
」
に
コ

（二）

ソ
区
代
表
者
会
譲
と
抗
日
民
族
革
命
の
提
起
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第七章 一九三0年代なかばにおける中国共産党の危機と再生

メ
ン
ト
を
付
す
か
た
ち
で
「
矛
盾
」
論
に
基
づ
く
認
識
方
法
を
探
っ
て
い
た
（
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
「
毛
沢
東
哲
学
批
注
集
」
中
央
文
献

出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
一

1

ニ
ニ
六
頁
）
。
前
述
の
二
報
告
に
お
い
て
毛
は
、
こ
う
し
た
哲
学
的
思
索
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
方
法
を
用
い
て

中
国
社
会
の
階
級
配
置
と
国
際
情
塾
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
ソ
ビ
エ
ト
革
命
論
か
ら
抗
日
民
族
革
命
論
へ
の
転
換
と
現
段
階
に
お
け
る

中
共
の
基
本
政
策
を
明
確
化
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政
策
と
国
内
の
政
治
変
革
と
を
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
る
の

か
と
い
う
政
治
課
題
に
つ
い
て
、
第
二
次
国
共
合
作
を
志
向
す
る
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
―
つ
の
明
快
な
論
理
を
提
出
す
る
も
の
で
も

七
月
七
日
に
発
生
し
た
虞
溝
橋
事
件
は
、
八
月
中
旬
、
戦
火
が
上
海
に
波
及
し
全
面
戦
争
へ
の
拡
大
は
不
可
避
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、

中
国
政
治
の
戦
時
体
制
へ
の
移
行
を
果
た
し
た
国
民
党
は
、
中
共
と
の
関
係
正
常
化
に
踏
み
切
っ
た
。
八
月
二
二
日
、
国
民
政
府
は
、
朱

徳
と
彰
徳
懐
を
国
民
革
命
軍
第
八
路
軍
正
副
総
指
揮
に
任
命
し
た
。
九
月
二
二
日
、
中
央
通
訊
社
は
中
共
の
「
国
共
合
作
宣
言
」
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
翌
日
、
蒔
介
石
談
話
を
発
表
し
た
。
こ
う
し
て
中
共
の
合
法
的
地
位
が
確
認
さ
れ
、
第
二
次
国
共
合
作
が
正
式
に
発
足

し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
西
北
塀
事
処
は
映
甘
寧
辺
区
政
府
（
主
席
五
杯
伯
渠
）
に
改
組
さ
れ
た
（
『
組
織
史
」
三

中
央
政
治
局
は
、
八
月
二
二
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
洛
川
で
拡
大
会
議
を
開
催
し
、
「
抗
日
救
国
十
大
綱
領
」
を
採
択
し
た
。
桐
領

は
、
①
独
立
自
主
の
積
極
的
作
戦
方
針
を
取
り
、
人
民
を
武
装
し
て
抗
日
遊
撃
戦
争
を
発
展
さ
せ
主
力
軍
の
作
戦
と
の
連
携
を
図
る
‘
R

全
国
の
人
民
を
武
装
さ
せ
て
抗
戦
に
参
加
さ
せ
る
、
③
真
に
人
民
を
代
表
す
る
国
民
大
会
を
招
集
し
て
抗
日
救
国
方
針
を
決
定
す
る
と
と

も
に
国
防
政
府
を
組
織
す
る
、
④
国
共
の
徹
底
的
合
作
を
基
礎
と
し
て
各
党
・
各
派
・
各
界
・
各
軍
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
樹
立
し
抗

六
二
頁
）
。

（
三
）
第
二
次
国
共
合
作
の
発
足
と
―
二
月
会
議

あ
っ
た
。
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一五
1
五
一
六
頁
）
。

日
戦
争
を
指
導
す
る
、
と
規
定
し
て
い
た
（
「
選
集
」
第
一
―
巻
、
三
二
七
1
三
三
0
頁
）
。
さ
ら
に
会
議
は
、
毛
沢
東
を
書
記
（
主
席
）
と
し

朱
徳
と
周
恩
来
を
副
書
記
（
副
主
席
）
と
す
る
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
の
組
織
を
決
定
し
た
（
「
組
織
史
」
四
二
八
頁
）
。
こ
の
改
組
は
、
中

共
軍
が
中
共
の
組
織
系
統
に
組
み
込
ま
れ
て
中
共
中
央
の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
党
内
に
お
け
る
毛
沢
東
の

軍
事
的
指
導
権
が
確
立
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
二
五
日
、
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
は
、
中
国
労
農
紅
軍
を
国
民
革
命
軍
第
八

路
軍
三
ヵ
師
四
万
五
千
人
に
改
編
す
る
命
令
を
発
し
た
（
「
中
共
党
史
大
事
年
表
」
―
ニ
ニ
ー
―
二
三
頁
）
。

洛
川
会
議
が
採
択
し
た
中
共
の
墓
本
方
針
は
、
毛
沢
東
「
中
国
革
命
戦
争
の
戦
略
問
題
」
(
-
九
三
六
年
―
二
月
）
に
見
ら
れ
る
、
中
国

革
命
戦
争
の
特
質
を
一
般
化
し
つ
つ
紅
軍
が
取
る
べ
き
戦
略
と
戦
術
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
り
、
中
共

と
そ
の
軍
隊
に
お
け
る
独
立
自
主
の
方
針
を
強
調
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
①
中
国
に
お
け
る

共
産
党
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
力
量
は
大
き
く
は
な
く
、
抗
戦
は
蒋
介
石
を
主
と
す
る
国
民
党
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
中

共
は
国
民
政
府
を
基
礎
と
す
る
全
国
的
統
一
を
促
進
す
べ
き
で
あ
り
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
問
題
を
提
出
す
べ

き
で
は
な
い
、
③
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
経
験
を
応
用
し
て
国
共
の
「
共
同
責
任
・
共
同
指
導
」
を
提
起
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
一

一
月
二
九
日
、
王
明
は
、
こ
う
し
た
見
解
の
受
け
入
れ
と
実
行
を
中
共
に
促
す
た
め
延
安
に
帰
来
し
た
（
「
中
国
共
産
党
歴
史
」
上
巻
、
五

―
二
月
九
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
中
央
政
治
局
会
議
が
開
催
さ
れ
、
毛
沢
東
・
王
明
・
張
国
震
を
ふ
く
む
一
三
人
が
参
加
し
た
（
章

扉
写
真
参
照
）
。
会
議
に
お
い
て
、
王
明
は
「
い
か
に
し
て
全
国
の
抗
戦
を
継
続
し
抗
戦
の
勝
利
を
勝
ち
取
る
の
か
？
」
と
題
す
る
報
告
を

行
っ
た
。
報
告
は
、
国
民
政
府
を
基
礎
と
す
る
全
中
国
統
一
の
国
防
政
府
と
国
防
軍
が
樹
立
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
ま
た
政
治
制
度
の
民

主
化
が
は
じ
ま
り
、
大
衆
運
動
と
大
衆
組
織
が
日
増
し
に
成
長
し
つ
つ
あ
る
と
中
国
の
現
状
を
捉
え
た
上
で
、
全
国
の
抗
戦
を
継
続
し
抗

戦
の
勝
利
を
獲
得
す
る
具
体
的
方
途
に
論
及
す
る
。
そ
の
な
か
で
、
彼
が
、
①
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
強
化
と
拡
大
が
す
べ
て
を
決
定
す
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る
条
件
で
あ
り
、
友
と
敵
を
分
け
る
主
要
な
基
準
は
抗
日
か
否
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
国
共
合
作
に
よ
る
新
中
国
の
建
設
に
言

及
し
て
い
る
こ
と
、
③
全
中
国
統
一
の
国
防
政
府
と
国
防
軍
を
樹
立
す
る
方
法
と
し
て
、
中
共
と
反
日
諸
党
派
の
代
表
の
国
民
政
府
へ
の

参
加
お
よ
び
国
防
軍
を
構
成
す
る
諸
部
隊
の
指
揮
・
規
律
・
武
装
・
供
給
・
作
戦
計
画
の
実
質
的
統
一
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
（
余
子
道
・
黄
美
真
編
「
王
明
言
論
選
輯
」
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
五
三
六
ー
五
四
三
頁
）
。
会
議
は
こ
の
報
告
を
採
択
し
、
国
共
両
党

の
「
共
同
責
任
・
共
同
指
導
・
相
互
援
助
・
相
互
発
展
」
と
い
う
方
針
で
工
作
を
展
開
し
、
速
や
か
に
国
民
党
と
の
間
で
真
の
了
解
と
合

作
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
楊
雲
若
．
楊
奎
松
前
掲
書
、
四
四
一
頁
）
。
さ
ら
に
会
議
は
、
①
周
恩
来
・
王
明
・
博
古
・
葉
剣
英
が

再
中
共
中
央
代
表
団
を
組
織
し
て
国
民
党
と
の
交
渉
を
行
う
こ
と
、
②
周
恩
来
・
博
古
•
項
英
・
董
必
武
が
中
共
中
央
長
江
局
を
組
織
し
て

機
南
部
中
国
の
党
の
工
作
を
指
導
す
る
こ
と
、
を
決
定
し
た
（
「
中
共
党
史
大
事
年
表
」
―
二
八
ー
―
二
九
頁
）
。
ま
た
中
央
書
記
処
が
改
組
さ
れ
、

危党
洛
甫
・
毛
沢
東
・
王
明
・
陳
雲
・
康
生
に
よ
る
集
団
指
導
と
な
っ
た
（
『
紐
織
史
」
四
二
六
頁
）
。

の産共国5
五
一
九
三
八
年
—
—
国
共
合
作
下
に
お
け
る
共
産
党
の
再
生

I

ぉ

一
九
三
七
年
八
月
、
日
中
両
国
は
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
。
国
民
政
府
は
、
一
―
月
に
重
慶
移
転
を
発
表
し
て
長
期
抗
戦
を
宣
言
す
る

代
と
と
も
に
、
拠
点
を
長
江
中
流
域
の
要
衝
武
漢
に
置
い
た
。
こ
う
し
て
「
臨
時
首
都
」
武
漢
は
、
抗
日
プ
ー
ム
に
沸
き
た
っ
た
。

な年

゜
九

洛
川
会
議
か
ら
―
二
月
政
治
局
会
議
に
至
る
経
緯
ー
~
党
中
央
と
モ
ス
ク
ワ
の
間
に
認
識
上
の
ズ
レ
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
後
者

か
っ
た
こ
と
1

は、

章七

あ
っ
て
は
延
安
の
党
中
央
と
武
漢
の
長
江
局
の
関
係
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第

の
見
解
を
踏
ま
え
た
王
明
報
告
が
二
＿
月
政
治
局
会
議
で
承
認
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
中
央
書
記
処
を
集
団
指
導
と
せ
ざ
る
を
得
な

二
つ
の
見
解
が
未
調
整
の
ま
ま
並
存
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
は
、
当
時
の
政
治
過
程
に
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(
-
）
長
江
局
の
活
動
と
「
共
同
紹
領
」
問
題

「
臨
時
首
都
」
武
漠
に
お
け
る
中
共
組
織
は
、
中
共
代
表
団
と
八
路
軍
武
漢
塀
事
処
お
よ
び
群
衆
週
刊
社
・
新
華
日
報
館
が
公
開
的
存

(14) 

在
で
あ
り
、
中
共
代
表
団
と
表
裏
一
体
の
関
係
を
な
す
中
共
中
央
長
江
局
が
八
路
軍
武
漢
雛
事
処
内
に
秘
密
裏
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、

国
民
政
府
軍
事
委
員
会
政
治
部
に
設
置
さ
れ
た
第
三
庁
は
、
事
実
上
、
中
共
の
統
一
戦
線
工
作
の
拠
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
共
湖
北

省
（
臨
時
）
委
員
会
は
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
た
（
拙
稿
「
武
漢
に
お
け
る
抗
日
高
潮
と
中
国
共
産
党
」
、
今
永
清
二
編

一
九
九
四
年
、
三
七
1
三
九
頁
）
。

長
江
局
は
、
国
民
党
と
の
交
渉
に
お
い
て
共
同
綱
領
の
制
定
を
試
み
た
。
一
九
三
七
年
―
二
月
二
五
日
、
長
江
局
は
中
共
中
央
「
時
局

に
つ
い
て
の
宣
言
」
を
発
表
し
、
統
一
的
国
家
政
権
と
軍
隊
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
と
し
た
上
で
、
抗
日
諸
勢
力
の
一
層
の
団
結
が

時
局
を
打
開
す
る
中
心
的
な
鍵
で
あ
り
、
中
共
は
、
国
民
党
と
手
を
携
え
て
の
共
同
救
国
と
抗
戦
勝
利
後
に
お
け
る
共
同
建
国
に
あ
た
る

決
意
で
あ
る
と
述
べ
た
。
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
国
共
両
党
委
員
会
第
一
回
会
議
に
お
い
て
、
周
恩
来
と
劉
健
群
が
共
同
綱
領
を
起
草
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
中
国
人
民
抗
日
救
国
綱
領
」
草
案
は
、
三

0
日
の
両
党
委
員
会
に
か
け
ら
れ
た
も
の
の
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る

こ
と
な
く
放
置
さ
れ
た
。
翌
年
二
月
二
七
日
か
ら
三
月
一
日
に
か
け
て
、
延
安
で
中
央
政
治
局
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
お
い
て
王

明
は
、
各
党
派
を
網
羅
し
た
民
族
革
命
連
盟
と
健
全
な
民
意
機
関
の
設
立
お
よ
び
大
衆
団
体
の
健
全
化
と
統
合
を
提
起
し
た
。
三
月
二
四

日
に
国
民
党
に
提
出
さ
れ
た
中
共
中
央
「
国
民
党
臨
時
全
国
代
表
大
会
に
対
す
る
提
案
」
は
、
こ
の
政
治
要
求
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

統
一
戦
線
綱
領
は
国
民
党
あ
る
い
は
蒋
介
石
の
名
前
で
発
表
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と
し
た
。
三
月
二
九
日
か
ら
四
月
一
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
国
民
党
臨
時
全
国
代
表
大
会
が
採
択
し
た
「
抗
戦
建
国
綱
領
」
は
、
国
民
党
が
全
国
の
人
民
を
指
導
し
て
抗
戦
と
建
国
の
大

業
を
達
成
す
る
と
し
た
上
で
、
三
民
主
義
と
孫
文
の
遺
嘱
を
最
高
原
則
と
し
て
国
民
党
と
蒋
介
石
の
指
導
下
に
全
国
の
抗
戦
の
力
量
を
結

集
す
る
と
規
定
し
、
国
民
参
政
機
関
の
組
織
・
農
工
商
学
各
職
業
団
体
の
組
織
と
充
実
を
提
起
し
た
。
こ
う
し
て
「
抗
戦
建
国
綱
領
」
は
、

「
ア
ジ
ア
の
地
域
と
社
会
」
勁
草
書
房
、
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第七章

(15) 

事
実
上
、
国
共
両
党
を
中
心
と
す
る
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
共
同
綱
領
と
な
っ
た
。

（
二
）
張
国
煮
の
脱
党
と
武
漢
防
衛
構
想

一
九
三
七
年
九
月
以
降
、
張
国
霜
は
映
甘
寧
辺
区
政
府
主
席
代
理
と
し
て
林
伯
渠
に
代
わ
っ
て
同
政
府
を
統
括
す
る
職
務
に
就
い
て
い

た
が
、
①
西
路
軍
よ
り
帰
還
し
た
陳
昌
浩
に
対
す
る
政
治
闘
争
、
②
延
安
に
や
っ
て
き
た
彼
の
妻
子
に
対
す
る
冷
遇
と
嫌
が
ら
せ
、
お
よ

び
③
王
明
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
対
す
る
教
条
的
態
度
等
に
よ
り
、
中
共
か
ら
の
離
脱
を
決
意
し
た
（
張
国
恵
前
掲
書
、
ニ
ニ
ニ
0

1
一三――

一
、
ニ
ニ
ニ
三
1
―
-
＝
二
四
、
二
ニ
三
0
1
一
三
三
三
頁
）
。
翌
年
四
月
、
彼
は
中
部
県
で
開
催
さ
れ
た
黄
帝
陵
の
祭
祀
に
参
加
し
た
後
、
西
安

を
経
由
し
て
武
漢
に
赴
い
た
。
長
江
局
と
の
接
触
を
経
て
、
彼
は
中
共
と
の
関
係
を
絶
っ
た
。
中
共
中
央
は
一
八
日
に
張
の
除
名
を
決
定

し
、
二
ニ
日
に
そ
れ
を
公
布
し
た
。
五
月
、
彼
は
「
謹
ん
で
国
人
に
告
げ
る
書
ー
併
せ
て
中
共
同
人
と
抗
戦
建
国
の
諸
問
題
を
協
議
す

る
」
を
発
表
し
て
所
信
を
公
表
し
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
た
め
の
闘
争
を
「
誤
っ
た
軸
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
き
た
」
と
全

面
的
に
清
算
す
る
一
方
で
、
「
北
伐
の
後
、
中
国
を
統
一
す
る
と
い
う
任
務
を
着
実
に
完
成
さ
せ
て
き
た
」
国
民
党
は
、
今
日
「
抗
戦
建

国
と
い
う
神
聖
な
任
務
を
担
っ
て
い
る
」
と
評
価
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
中
共
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
主
張
が
依
然
と
し
て
従
来
の
見

再機危党産共国お心
方
に
捉
わ
れ
て
い
る
た
め
、
抗
戦
建
国
の
任
務
を
全
面
的
に
担
う
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
、
中
共
に
対
し
て
、
国
家
民
族
の
利
益

が
す
べ
て
に
優
先
す
る
と
い
う
原
則
の
下
で
の
政
権
と
軍
隊
の
完
全
な
統
一
を
要
求
し
た
（
張
国
恵
前
掲
書
、
一
＿
―
-
四
三
1

二
二
五
一
頁
）
。

な代年Q

一
方
、
王
明
を
中
心
と
す
る
長
江
局
は
、
「
中
国
に
と
っ
て
最
後
に
し
て
最
大
の
政
治
・
軍
事
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
」
で
あ
る
武

一
漢
を
「
中
国
の
マ
ド
リ
ー
ド
」
に
擬
え
、
武
漢
防
衛
が
抗
日
戦
争
を
遂
行
す
る
上
で
極
め
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
と
強
調
し
、
さ
ら
に
、

国
共
お
よ
び
各
系
統
の
軍
隊
か
ら
優
秀
な
人
材
を
選
抜
し
て
こ
れ
に
新
式
兵
器
に
よ
っ
て
武
装
さ
せ
、
数
十
の
国
防
師
団
を
編
成
し
て
全

軍
の
中
堅
と
す
る
こ
と
が
「
抗
戦
に
と
り
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
」
と
述
べ
た
。
王
明
は
ま
た
、
「
運
動
戦
を
主
体
と
し
、
陣
地
戦
を
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こ
れ
に
組
み
合
わ
せ
、
遊
撃
戦
を
補
助
と
す
る
戦
略
方
針
を
確
定
し
、
普
遍
的
に
実
行
す
る
」
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
指

揮
の
統
一
・
編
成
の
統
一
・
武
装
の
統
一
・
規
律
の
統
一
・
待
遇
の
統
一
・
作
戦
計
画
の
統
一
・
作
戦
行
動
の
統
こ
が
必
要
で
あ
る
と

提
起
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
抗
戦
構
想
が
都
市
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
各
系
統
の
軍
隊
の
分
担
に
よ
っ
て
正
規

戦
を
遂
行
す
る
こ
と
を
主
要
な
内
容
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
武
漢
と
い
う
大
都
市
を
拠
点
に
し
て
抗
日
戦
争
を
構
想
し
た
た

め
に
、
王
明
は
、
国
民
党
の
抗
戦
遂
行
能
力
を
共
産
党
の
そ
れ
よ
り
高
く
評
価
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
中
共
と
し
て
は
国
民
政
府
が
す
で

に
実
施
し
た
以
上
の
「
民
主
」
を
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
国
内
政
治
変

革
の
重
要
な
支
柱
で
あ
る
「
民
主
」
の
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
課
題
を
具
体
的
に
展
望
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
拙
稿
「
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
め
ぐ
る
王
明
と
中
国
共
産
党
」
「
歴
史
評
論
」
第
四
二
三
号
、
一

九
八
五
年
、
四
一

1
四
二
頁
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
抗
日
遊
撃
戦
争
の
戦
略
問
題
」
(
-
九
三
八
年
五
月
）
に
お
い
て
抗
日
根
拠
地
の
開
拓
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
抗

日
戦
争
に
お
け
る
遊
撃
戦
の
戦
略
的
重
要
性
を
確
認
し
た
毛
沢
東
は
、
「
持
久
戦
を
論
ず
」
（
五
1
六
月
）
に
お
い
て
、
抗
日
戦
争
が
三
段

階
を
経
る
持
久
戦
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
な
お
か
つ
中
国
は
必
ず
勝
利
す
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
武
漢
防
衛
問
題
に
つ
い
て
、

王
明
等
長
江
局
と
は
異
な
る
見
解
を
提
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
現
在
、
敵
の
戦
略
的
進
攻
と
わ
が
方
の
戦
略
的
防
御
を
特
徴
と
す
る
日

中
戦
争
の
第
一
段
階
は
い
ま
だ
終
結
し
て
お
ら
ず
、
日
本
は
広
州
・
武
漢
・
蘭
州
の
攻
略
を
企
図
し
て
い
る
、
②
こ
の
段
階
に
お
い
て
、

わ
が
方
は
国
家
の
命
運
を
賭
け
る
よ
う
な
戦
略
的
決
戦
は
絶
対
に
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
③
武
漢
等
を
防
衛
す
る
任
務
は
真
剣
に

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
防
衛
し
得
る
か
否
か
は
全
軍
民
の
広
範
な
政
治
的
動
員
を
基
本
と
す
る
諸
条
件
の
有

無
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
と
（
「
解
放
」
第
四
三
•
四
四
期
合
刊
、
一
九
三
八
年
七
月
一
日
、
一
四
ー
一
五
、
三
二

1

三
三
、
三
七
、
四

0
頁
）
。
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一
九
三
八
年
七
月
に
王
稼
祥
が
ソ
連
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
中
共
中
央
は
毛
沢
東
を
中
心
に
団
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
デ
ィ
ミ

ト
ロ
フ
指
示
（
「
文
献
和
研
究
」
一
九
八
4

ハ
年
雁
編
本
、
七
一
頁
）
は
、
党
内
に
お
け
る
毛
の
立
場
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
王

明
の
そ
れ
に
重
大
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
共
六
届
六
中
全
会
は
、
武
漢
陥
落

(
1
0月
二
五
日
）
を
は
さ
ん
で
九
月
二
九

日
か
ら
一
一
月
六
日
に
か
け
て
延
安
で
開
催
さ
れ
た
。
毛
沢
東
は
、
中
央
政
治
局
を
代
表
し
て
「
新
段
階
を
論
ず
」
と
題
す
る
政
治
報
告

を
行
い
、
①
ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
第
二
（
対
峙
）
段
階
に
お
け
る
中
国
側
の
奮
闘
・
努
力
に
よ
っ
て
、
抗
日
戦
争
は
必
ず
勝
利
す
る
、

②
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
強
化
・
拡
大
こ
そ
が
中
国
の
抗
戦
勝
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
共
は
国
共
の
長
期
合
作
と
そ
れ
を
基
盤

と
す
る
「
＿
1

-

民
玉
義
の
新
し
い
中
華
民
国
」
の
樹
立
を
目
指
す
、
③
中
共
は
抗
日
戦
争
と
国
内
政
治
の
民
主
化
に
向
け
て
模
範
的
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
国
化
」
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
提
起
し
た
（
「
解
放
」
第
五
七
期
、
一
九
三
八
年
―
一
月
二
五

日
、
一
四
、
八
1
九
、
一
六
、
二
五
、
二
八
1
二
九
、
三
一

1
三
二
、
三
六
1
-
―
ー
七
頁
）
。
こ
の
報
告
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
最
終
日
に
採
択
さ
れ

た
決
議
「
抗
日
民
族
自
衛
戦
争
と
抗
日
民
族
統
一
戦
線
発
展
の
新
段
階
」
は
、
中
共
党
員
の
持
ち
場
は
ま
ず
も
っ
て
前
線
と
敵
の
後
方
で

あ
り
、
中
共
は
そ
こ
で
民
族
自
衛
戦
争
と
「
三
民
主
義
共
和
国
」
を
樹
立
す
る
闘
争
に
お
け
る
模
範
的
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
提
起
し
た
（
「
解
放
」
第
五
七
期
、
四
一
頁
）
。
同
時
に
会
議
は
、
長
江
局
の
廃
止
と
南
方
局
・
中
原
局
の
設
置
お
よ
び
東
南
分
局
の

東
南
局
へ
の
改
紐
を
決
定
し
た
。
書
記
処
の
構
成
に
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
六
中
全
会
以
降
、
毛
沢
東
が
日
常
工
作
を
主
宰
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
「
組
織
史
」
四
八
二
頁
）
。

中
共
党
内
に
お
け
る
毛
沢
東
の
指
導
権
は
、
軍
事
面
で
は
一
九
三
七
年
三
月
の
延
安
会
議
か
ら
七
月
の
洛
川
会
議
に
至
る
過
程
で
す
で

に
確
立
し
て
い
た
が
、
六
中
全
会
に
お
い
て
、
政
治
面
お
よ
び
組
織
面
で
の
そ
れ
が
初
歩
的
な
形
成
を
見
た
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の

は
、
①
「
矛
盾
」
論
的
認
識
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
族
問
題
と
階
級
問
題
の
関
係
を
段
階
的
あ
る
い
は
二
者
択
一
的
に
把
握

（
三
）
六
届
六
中
全
会
と
毛
沢
東
の
指
導
権
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す
る
の
で
は
な
く
、
両
者
を
統
一
的
に
論
じ
得
た
こ
と
、
②
抗
日
戦
争
を
め
ぐ
る
「
持
久
戦
」
論
的
理
解
に
よ
っ
て
中
国
が
直
面
す
る
政

治
課
題
に
明
確
な
解
答
を
提
出
す
る
と
同
時
に
、
遊
撃
戦
を
軸
と
す
る
中
共
の
闘
争
を
そ
の
な
か
に
整
合
的
に
配
置
し
得
た
こ
と
、
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
て
王
明
と
長
江
局
が
具
体
化
し
た
政
策
展
開
を
組

み
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
政
治
に
お
け
る
中
共
と
紅
軍
の
位
置
づ
け
と
そ
の
基
本
方
針
を
明
示
し
た
も
の
が
「
新
段
階
論
」
で
あ
っ

た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
毛
沢
東
の
指
導
権
は
軍
事
・
政
治
・
組
織
の
各
方
面
に
1

程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の

ー
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
次
国
共
合
作
の
成
立
に
よ
っ
て
政
治
的
再
生
を
果
た
し
た
中
共
は
、
一
九
三
九
年
以
降
、
中
国
社
会
の
広
範
な
勢
力
を
結
集
し
て

日
本
の
中
国
侵
略
に
対
す
る
抗
戦
を
堅
持
す
る
と
い
う
中
国
政
治
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
日
本
軍
占
領
地
区
に
お
け
る
遊
撃
戦
の
展
開
と

抗
日
根
拠
地
の
開
拓
に
よ
っ
て
着
実
に
中
国
政
治
に
根
を
張
る
と
と
も
に
、
党
勢
を
拡
大
し
て
い
っ
が
d

華
北
地
区
に
お
い
て
国
民
党
に
対
す
る
軍
事
的
優
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
中
共
は
、
一
九
三
九
年
一

0
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て

の
毛
沢
東
の
「
「
共
産
党
人
」
発
刊
の
こ
と
ば
」
「
中
国
革
命
と
中
国
共
産
党
」
「
新
民
主
主
義
論
」
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

指
導
を
前
提
と
し
て
抗
日
民
族
統
一
戦
線
か
ら
中
国
革
命
の
勝
利
を
展
望
す
る
独
自
の
革
命
理
論
11
新
民
主
主
義
革
命
論
を
確
立
し
た
。

一
九
四

0
年
三
月
、
王
明
は
「
二
つ
の
路
線
」
の
第
三
版
を
出
版
し
、
そ
の
「
序
言
」
に
お
い
て
こ
の
文
献
の
歴
史
的
意
義
を
主
張
し
た
。

こ
れ
は
、
中
共
中
央
が
王
明
批
判
を
行
う
契
機
と
な
り
、
一
九
四
一
年
九
月
の
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
に
お
い
て
、
四
中
全
会
か
ら
遵
義

会
議
に
至
る
「
王
明
路
線
」
が
路
線
上
の
誤
り
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
周
国
全
・
郭
徳
宏
「
王
明
年
譜
」
安
徽
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
四

六

お
わ
り
に
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想
」
と
い
う
か
た
ち
を
も
っ
て
完
結
し
た
。

0
頁
）
。
一
九
四
―
―
一
年
一
二
月
、
前
年
来
の
整
風
運
動
を
踏
ま
え
て
中
央
書
記
処
が
改
組
さ
れ
、
毛
沢
東
（
主
席
）
．
劉
少
奇
・
任
弼
時
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
中
共
六
届
七
中
全
会
で
採
択
さ
れ
た
「
若
干
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
」
(
-
九
四
五
年
四

月
）
は
、
六
届
四
中
全
会
か
ら
遵
義
会
議
に
至
る
過
程
を
「
毛
沢
東
を
代
表
と
す
る
正
し
い
路
線
」
と
王
明
が
指
導
す
る
第
三
次
左
傾
路

線
の
対
照
に
よ
っ
て
理
解
す
る
枠
組
み
を
確
定
し
た
。
そ
し
て
七
全
大
会
が
採
択
し
た
新
党
規
約
（
同
年
六
月
）
は
、
「
中
国
共
産
党
は
マ

ル
ク
ス
1
1
レ
ー
ニ
ン
主
義
理
論
と
中
国
革
命
の
実
践
を
統
一
し
た
思
想
で
あ
る
「
毛
沢
東
思
想
」
を
す
べ
て
の
工
作
の
指
針
と
す
る
」

（
「
選
集
」
第
一
五
巻
、
一

一
五
頁
）
と
規
定
し
た
。
こ
う
し
て
六
届
六
中
全
会
が
提
起
し
た
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
国
化
」
は
、
「
毛
沢
東
思

一
九
五
一
年
、
胡
喬
木
「
中
国
共
産
党
の
三

0
年
」
は
、
①
三

0
年
代
な
か
ば
に
お
け
る
中
共
の
危
機
を
再
生
さ
せ
る
上
で
決
定
的
転

轍
と
な
っ
た
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政
策
の
全
面
的
採
用
、
お
よ
び
統
一
戦
線
戦
術
を
国
内
政
治
の
変
革
問
題
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

(17) 

て
ソ
ビ
エ
ト
革
命
論
か
ら
抗
日
民
族
革
命
論
へ
の
転
換
を
準
備
し
た
「
民
主
共
和
国
」
構
想
の
提
起
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
王
明
が
主

導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
全
く
言
及
せ
ず
、
そ
の
一
方
で
②
抗
戦
初
期
に
お
け
る
彼
の
「
右
傾
日
和
見
主
義
」
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

中
共
党
史
を
も
っ
ぱ
ら
「
毛
沢
東
の
正
し
い
路
線
」
と
「
毛
沢
東
思
想
」
に
よ
っ
て
叙
述
し
、
そ
れ
ら
と
対
立
的
関
係
に
あ
っ
た
人
物
と

そ
の
見
解
に
対
し
て
演
繹
的
か
つ
一
方
的
に
批
判
す
る
枠
組
み
は
、
中
国
政
治
に
お
け
る
中
共
の
位
置
と
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
政
治
主
張

を
当
時
の
実
態
に
即
し
て
リ
ア
ル
に
捉
え
る
こ
と
（
実
事
求
是
）
を
少
な
か
ら
ず
阻
害
し
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

注(
1
)
党
組
織
の
中
核
的
部
分
は
、
中
央
委
員
会
全
体
会
議
の
閉
会
時
に
お
け
る
政
治
工
作
を
指
導
す
る
政
治
局
と
日
常
的
工
作
を
担
当
す
る
政
治
局

常
務
委
員
会
（
中
央
書
記
処
）
に
よ
っ
て
措
成
さ
れ
、
さ
ら
に
「
総
書
記
」
が
組
織
全
体
を
統
括
し
て
い
た
。
六
届
五
中
全
会
(
-
九
三
四
年
一
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月
）
以
降
に
お
け
る
そ
れ
は
、
政
治
局
員
が
―
二
人
で
、
中
央
書
記
処
は
博
古
（
秦
邦
憲
、
総
書
記
）
・
洛
甫
（
張
聞
天
）
・
周
恩
来
•
項
英
・
陳

雲
・
王
明
・
張
国
煮
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
（
王
健
英
編
著
「
中
国
共
産
党
組
織
史
資
料
匪
絹
ー
領
導
機
構
沿
革
和
成
員
名
録
」
中
共
中
央

党
校
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
二
三
五
頁
。
以
下
「
組
織
史
」
）
。
な
お
こ
の
時
期
の
「
総
書
記
」
が
慣
習
的
呼
称
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
程

中
原
「
張
聞
天
伝
」
当
代
中
国
出
版
社
、
一
九
九
三
年
の
二

0
六
頁
を
参
照
。

(
2
)

「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
」
中
央
執
行
委
員
会
の
任
命
に
よ
る
中
央
革
命
軍
事
委
員
会
（
中
革
軍
委
）
が
紅
軍
の
編
成
と
命
令
を
統
括
し
て
い
た
。

一
九
三
四
年
二
月
、
朱
徳
が
主
席
に
、
周
恩
来
と
王
稼
祥
が
副
主
席
に
任
命
さ
れ
た
（
王
国
本
主
編
「
中
華
蘇
維
埃
共
和
国
辞
典
」
学
苑
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
九
九
頁
）
。

(
3
)

一
九
三
四
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
」
第
二
届
中
央
執
行
委
員
会
第
一
次
会
議
は
、
毛
沢
東
を
同
委
員
会
主
席
に
、
洛

甫
を
行
政
機
関
で
あ
る
人
民
委
員
会
主
席
に
選
出
し
た
（
「
中
華
蘇
維
埃
共
和
国
辞
典
」
九

0
頁）。

(
4
)
「
人
民
日
報
」
の
一
九
五
一
年
六
月
二
二
日
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
文
献
は
、
毛
沢
東
時
代
、
公
式
の
中
共
党
史
に
準
ず
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
今
日
に
お
け
る
中
共
党
史
の
枠
組
み
を
規
定
し
た
「
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
」
(
-
九
八
一
年
六
月
）

も
こ
う
し
た
観
点
を
継
承
し
て
い
る
。

(
5
)
こ
の
文
献
は
、
以
後
「
十
余
年
に
わ
た
っ
て
な
お
引
き
つ
づ
き
人
々
か
ら
「
正
し
い
j

『
綱
領
的
役
割
」
を
果
た
す
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
つ
づ

け
る
」
（
「
若
干
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
の
決
譲
」
一
九
四
五
年
四
月
）
こ
と
に
な
っ
た
。

(
6
)
「
紅
軍
長
征
」
五
一

1
五
―
―
＿
頁
。
た
だ
し
、
陳
昌
浩
・
周
純
全
の
政
治
局
へ
の
補
選
は
六
届
六
中
全
会
(
-
九
三
八
年
九
ー
―
一
月
）
で
追
認
さ

れ
な
か
っ
た
（
「
紐
織
史
」
三
一
七
頁
）
。

(
7
)
日
本
国
際
問
題
研
究
所
中
国
部
会
編
「
中
国
共
産
党
史
資
料
集
」
（
第
七
巻
）
所
収
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
三
五
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
発
行
さ
れ
た

ド
イ
ツ
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ス
チ
チ
ェ
ス
キ
ー
・
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
ー
ル
」
所
収
の
そ
れ
と
同
じ
で

あ
る
。
ま
た
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
掲
載
の
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
圧
縮
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
献
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

拙
著
「
王
明
著
作
目
録
」
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
の
六
一

1
六
四
頁
を
参
照
。

(
8
)
「
決
議
」
は
「
選
集
」
第
一

0
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
文
献
の
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
王
明
著
作
目
録
」
の
二
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ニー

1
ニ
ニ
ニ
頁
を
参
照
。

(
9
)
一
九
三
六
年
一
月
一
七
日
、
張
浩
は
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
（
「
組
織
史
」
三
二
五
頁
）
。

(10)
こ
れ
に
対
し
て
張
国
懸
は
、
一
月
二
七
日
、
瓦
客
堡
の
政
治
決
議
に
「
原
則
的
に
同
意
す
る
」
と
し
た
上
で
、
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
団
を
媒

介
と
す
る
二
つ
の
「
中
央
」
組
織
の
並
立
を
提
起
し
た
（
中
国
人
民
解
放
軍
国
防
大
学
党
史
党
建
政
エ
教
研
室
編
「
中
共
党
史
教
学
参
考
資
料
」

第
一
五
冊
、
四
七
九
1
四
八
一
頁
）
。

(11)

そ
の
基
本
的
内
容
は
、
普
通
選
挙
に
よ
る
全
中
国
的
議
会
の
招
集
と
人
民
の
民
主
的
権
利
・
自
由
の
保
障
で
あ
っ
た
。

(12)

こ
の
文
献
は
、
中
共
中
央
機
関
誌
「
闘
争
」
の
第
一
―
八
期
(
-
九
三
六
年
―
二
月
八
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
（
拙
著
「
王
明
著
作
目
録
」
七
五

頁）。

(13)
彼
は
、
中
央
の
職
権
は
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
団
が
暫
時
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。

（
刊
）
一
九
三
七
年
―
二
月
二
＿
―
-
日
、
中
共
中
央
代
表
団
と
中
央
長
江
局
の
第
一
次
連
席
会
議
が
開
催
さ
れ
、
①
両
者
を
合
併
し
、
対
外
的
に
は
中
共

代
表
団
を
用
い
、
対
内
的
に
は
長
江
中
央
局
と
称
す
る
こ
と
、
②
中
共
代
表
団
と
長
江
局
は
項
英
・
博
古
・
周
恩
来
・
葉
剣
英
・
王
明
・
董
必

武
・
林
伯
渠
の
七
人
で
構
成
さ
れ
、
王
明
と
周
恩
来
が
そ
れ
そ
れ
正
副
書
記
と
な
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
「
周
恩
来
年

譜
」
人
民
出
版
社
・
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
三
九
五
頁
）
。

(15)
拙
稿
「
武
漢
に
お
け
る
抗
日
高
潮
と
中
国
共
産
党
」
四
三
1
四
四
頁
。
な
お
「
抗
戦
建
国
桐
領
」
は
、
七
月
に
開
催
さ
れ
た
国
民
参
政
会
第
一

届
第
一
次
会
議
に
お
い
て
、
中
華
民
国
の
日
中
全
面
戦
争
下
の
基
本
方
針
を
示
す
文
献
と
し
て
認
知
さ
れ
た
（
同
前
論
文
、
四
五
1
四
六
頁
）
。

(16)
こ
の
こ
と
は
、
「
持
久
戦
論
」
が
提
起
し
た
日
中
間
の
力
関
係
の
変
動
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
中
国
政
治
に
お
け
る
国
共
間
の
力
関
係
の
変
動

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(17)
こ
の
構
想
が
初
発
段
階
に
お
い
て
有
し
て
い
た
競
合
的
政
党
政
治
の
樹
立
と
い
う
制
度
的
な
形
式
合
理
性
は
、
抗
日
民
族
革
命
へ
の
転
換
か
ら

新
民
主
主
義
革
命
の
提
起
に
至
る
過
程
で
、
「
抗
日
的
諸
階
級
」
に
よ
る
連
合
独
裁
と
い
う
国
家
権
力
の
階
級
的
性
格
に
強
調
点
が
移
動
し
て
い
っ

た
。
「
救
亡
が
啓
蒙
を
圧
倒
し
た
」
（
李
沢
厚
）
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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